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広

報

平
成
凶
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
手
賀
沼
公
園
の
再
整
備
が
完
成
し

ま
し
た
。
我
孫
子
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ア
ビ
ス
タ
も
含
め
手
賀
沼

と
の
一
体
感
を
持
っ
た
公
園
づ
く
り
が
再
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

雄
も
が
気
軽
に
訪
れ
、
緑
と
水
に
親
し
み
、
世
代
を
超
え
て
交
流
で

き
る
魅
力
あ
る
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

手賀沼公園の再整備が完成

ウ
シ
ョ
ウ
や
、

季
節
を
感
じ
さ
せ
る

コ
ブ
シ
と
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、

実
の
な
る

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
な
ど

ω本
以
上
で
す
。

ま
だ
棺
載
さ
れ
た
ば
か
り
で
小
さ

な
木
々
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
緑
豊
か

な
公
園
に
育
て
て
い
き
ま
す
。

緑
化
を
さ
ら
に
推
進

樹
形
不
良
や
病
害
虫
の
入
っ
た
樹

木
を
伐
採
し
、
伐
採
本
数
を
上
回
る

植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

植
栽
し
た
の
は
、
水
に
強
い
ラ
ク

-・・ =市民花壇

V新たに植栽された主な樹木と芝

=芝生.=樹木

。

ま
た
、

5
月
に
は
樹
木
周
辺
の
裸

地
に
ク
ロ
ー
バ
ー
の
種
を
ま
き
ま
す
。

公
園
岬
に
あ
ず
ま
や
と
ベ
ン
チ

公
園
の
突
端
に
周
囲
を
一
望
で
き

る
公
園
岬
を
作
り
ま
し
た
。

手
賀
沼
の
風
景
を
ゆ
っ
く
り
と
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
ず
ま
や
と
ベ
ン

チ
を
設
置
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
岸
辺

〉¥植木まつり記念植樹
メタセコイア

ふれあい岸辺

多目的広場

バスケットポール
ハーフコー ト

市民花壇の
参加団体を募集
市民花壇の花壇づくりに参

加していただける団体を募集

します。

※詳細は植木まつり(下囲み

記事参照)の会場で説明しま

すので、電話で4月23日ま

でに公園緑地諜・内線544へ
お申し込みください。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
垂
直
護
害
乞
改

修
し
、
沼
の
水
に
直
接
触
れ
ら
れ
る

l
o
o
mの
ふ
れ
あ
い
岸
辺
が
出
来

あ
が
り
ま
し
た
。

北
側
部
分
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
水
と
親
し
め
る
よ
う
に
、
傾
斜

を
な
だ
ら
か
に
し
て
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
広
場

子
ど
も
た
ち
が
緑
の
中
で
自
由
に

遊
べ
る
広
場
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
広
場
は
「
子
ど
も
の
遊
ぴ
場

計
画
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
大
き
な

砂
場
も
あ
り
ま
す
。
芝
生
の
部
分
は
、

芝
の
養
生
の
た
め
7
月
ご
ろ
か
ら
利

用
で
き
ま
す
。

な
お
、
手
賀
沼
公
園
市
民
プ
l
ル

の
廃
止
に
伴
い
、
小
学
校
の
プ
1
ル

を
改
修
し
て
、
市
民
プ
l
ル
と
し
て

無
料
開
放
し
て
い
ま
す
。
日
四
年
か
ら

は
布
佐
南
小
、
湖
北
台
西
小
、
湖
北

小
、
我
孫
子
第
一
小
、
根
戸
小
の
5

校
の
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。

パス
ケ
のハ
l
フ
コ
l
ト

多
目
的
広
場
の
一
角
に
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
l
ル
を
設
置
し
ま

し
た
。

ボ
ー
ル
1
つ
あ
れ
ば
、
気
軽
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
イ
レ

障
害
を
持
つ
方
も
利
用
で
き
る
多

目
的
ト
イ
レ
に
建
て
替
え
ま
し
た
。

圃
公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
4

第2(0)固 担aRZ陸宮切
4月24日(土)・25日(日)

tlレー，む:-/L
4月24日比)

植木まつり会場近くで

§呂@[s
営業を再開 手賀沼公園

み…園芸用ハサミ研ぎ(午前9閏30分受け付け、

1人1丁で先着150人、大400円-小200円、包

丁と議は不可)、ポ二一乗馬(午前11時から午後

4時、 3歳から8歳のお子さん対象、 1回50円、

雨天中止)、スーパーポールすくい(午後1時から)
25日のみ…金魚すくい(午後1時から)

※車での来場はご遠慮ください。

※開催の有無は当日午前8時からテレホンガイド
O7185-5000コード番号851でお知らせします。

主催我孫子市協力我孫子市緑化推進協力会

固公園緑地諜・内線545

今回は、花苗の無料配布に加え、東日本ガス株

式会社の協力で苗木が無料て官布されます。

また、第20回を記念して、我課子市緑化推進

協力会が手賀沼公園に記念植樹を行います。

内容両日開催…花苗の無料配布(午前 10時ご

ろから、各自先着2000人)、苗木の無料配布(午

後1時ごろから、名目先着500人)、いちにち動

物村(午前 11聞から午後4時、雨天中止)、バス

ケットボードでフリースロー(午後2時から、賞

品あり)、園芸相談(随時、 1人10分程度)、庭木・

草花・肥料の即売会、府湛金募金活動 24日の

手賀沼遊歩道に捨てられた不幸

な犬や猫を助けるための避妊去勢

手術などの費用を集めるため、ガ

レージセーjレを行います。

日時・蝿所 4月24日出午前10

時から午後3時、根本宅車庫(若

訟128の1)(小雨実施)

※植木まつり会場のすぐ近くです。

主催若松地区自治会、手賀沼わ

ん二ヤンクラブ、我弼子市

固公園緑地諜・内線594

手賀沼公園の再整備のため、

運行を休止していたミ二Sし
は、 4月10日出から営業を

再開しました。

営業日時土・日曜日、祝日

の午前9時30分から午後5

時(4月から9月)(雨天休業)

料金 2周200円

国側あゆみの郷公社O71 

83・1130(月・土・日曜日と

祝日を除く)

てしざめを実現の社会jレクイサ
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市
の
執
行
体
制
と
人
事
異
動

以
来
7
年
連
続
で
減
少
し
、
昨
年
4

月
1
日
に
比
ぺ
幻
人
減
の
1
0
0
0

人
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
子
ど
も
施
策
の
総
合
的
な

推
進
と
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化

の
た
め
、
子
育
て
支
援
課
を
保
育
課

と
子
ど
も
謀
に
分
離
再
編
す
る
と
と

も
に
、
福
祉
総
合
相
談
室
の
生
活
保

護
担
当
を
増
員
す
る
な
ど
、
重
要
な

施
策
を
抱
え
る
課
や
業
務
が
増
加
す

る
課
は
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
主
な
組
織
改
正
は
、
次

の
と
お
り
で
す
0

0
市
民
活
動
支
援
課
内
に
防
犯
担
率
一

と
国
民
保
護
担
率
一
を
新
設
し
、
防
災

担
率
一
と
あ
わ
せ
、
従
来
の
災
害
対
策

室
を
防
災
安
全
室
に
改
称
し
ま
し
た

0

0
水
道
局
の
7
係
を
5
担
当
に
統
合

す
る
と
と
も
に
、
経
営
管
理
課
は
経

2004.4.16 (2) 

陣
ど
も
課
を
新

市
税
や
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
給
与
水
準
の
見
直
し

と
と
も
に
業
務
の
再
点
検
と
民
問
委

託
を
進
め
、
職
員
数
を
減
ら
す
こ
と

で
人
件
費
の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
退
職
者
は
詑
名
で
し
た

が
、
次
の
よ
う
な
見
直
し
を
行
い
、

新
規
採
用
者
を
U
人
に
抑
え
ま
し
た

0

0
非
常
勤
職
員
の
活
用
で
市
民
課
5

人
の
滅

。
組
織
の
見
直
し
で
下
水
道
課
と
水

道
局
で
計
5
人
の
滅

。
給
食
調
理
業
務
の
委
託
な
ど
で
学

校
教
育
課
7
人
の
滅

こ
れ
に
よ
り
職
員
数
は
平
成
叩
年

.... -t1 

宮 市役所の 金

市役所ld、皆さんの毎日のくらし巴関係の深い仕事を行っています。

市役所の組織と主怠仕事ld次のとおりです。

固総務課・内観232

「企画調整担当 総合計画、広域行政、重要施賓の総合調整、庁議

企画調整室4 成回線複線ω腿室 成田績の利便性の向上

L財政担 当 予算の編成・執行調整、地方交付私市憤

「総 務 課 鵬員の人事・給与・研傷、行政政革、文書、例規、統計

ト秘 書 課 市長・困位の秘書、市政への手紙陳情、法律相談

総務部+広 報 室 広報、ホームページ、情報公開、個人情報の保護

ト管 財 課 公膏財産の管理、工事怠どの入品・契約、工事検査

L情報システム諜 OA化の推進、情報化の推進

「収 税 課 市・県民税の収納・滞納徴収、納税の指導・啓発

卜課 税 課 市・県民税の眠課、税証明、土地・家屋の調査・評価
市民部イ

ト市 民 課 戸籍、住民票、印鑑登録、外国人董録、住居表示

L国保年金課 国民健康保険、国民年金

市民活動支援諜 市民活動、 NPO、自治会、近隣セッターの整備

防災安全室 地場防災計画、総合防災訓練、防犯

商工観光課 商工業の蛋県中小企業への融資、観払消費者保護

農 政 課 農業の蛋興、農業施設の災害対賞、市民農園

手 翼沼 諜 湖沼・珂)11の保全、公害対賞、鳥獣保護、狩猟

クリーンセッター 廃棄物・し尿の処理、資漉の回収、リサイクルの推進

受通整備課 あ通安全対賞、自転車駐車場、市民パヌ

男女共同参画担当 男女共同参画プラツの推進

福祉総合相談室 保健福祉総合計画、福祉全般の相談、生活保護

介護支援諜 介護保険、老人保健、老人福祉、高餅I会対策
生活支援諜 生活保護者・障害者への給付、民生委員、人権撞護

保 育 課 児童揃t、母予福祉、学童保育、保育園
手 ど も 諜 予ども総合計画、少引じ対賞、予どもの相談

児童虐待防止対策室 児童虐待の防止対賞

保健セッター 母予 ・ 成人保健、割却児医額、休日~積所、狂犬病予防

「施設建設課 市膏建築物の鵠卜監督・営謡、市営住宅

ト道 路 諜 道路の整備、市道の事業認可・鵠十、街路灯
建設部4

ト下 水 道 課 公共下水道の計画・維持管理、水淵じの普及

L治 水 諜 治水対賞、排水路の整備、準用濁川

「都市計画課 都市計画、土地利用計画、住宅政賞、票観形成

卜建築指導課 建築確認申請、違反建築物の措置

都市 部+公園緑地課 公園の整備・維持管理、緑地・樹木の保全

ト区画整理課 土地区画整理

L宅 地 課 開発行為の事前協議、開発許可

会 計 課金銭の出納

「経 営 課 事業計画、経営管理、経理、水道制金の徴収
水道局イ

L工 務 課 湾7胸設の管理運営、給水、漏水事政の担理

「総 務 課 事業計画、消防の基本施策の企画

ト予 防 諜 火災の予防、防火息曹の普及、防火用設備の設置

防+警 防 諜 消防団、水防、雑草の除去

ト西消防署 消火、災害救曲、就苦吉動

L東消防署

議 会 事 務 局一一一一一議会の運営、議事録の調製、請願・陳情の受け付廿

監査委員事務局一一一一一出納・事務事業の監査

選挙管理委員会事務局一一一一一選挙人名簿の調製・縦覧、設票区の設定、選挙の執行

農業委員会事務局一一一一一農地の権利移転調整・転用

教育委員会事務局

「総 務 課 教育委員会の庶務、教育施設の整備・維持管理

教育総務部+学校教育課 通学区場の設定、就学・転学、学校保健、学校給禽

L指 導 課 教育方針、教聴員の研悟・指導

社会教育課 事業計画、青少年の指導・教育

文 化 課 芸術文化の蛋興、文化財の保護

市史編さん室 市史の編さん

体 育 課 スポーツの蛋県体育施設の整備、レクリ工ーシヨツ

高校総体推進室 平成17年度全国高等学校体育大会

鳥の博物館 事業計画、博物館の管理、資輔の収集・保管、調査研究

生涯学習担当 生涯学習施賓の企画・総合調整、事業計画

公 民 館 学級、講座、展示会、公民館の管理運営

図 書 館 図書の貸し出し、図書館の企画運営

(平成16年4月1日現在)

営
課
に
、
技
術
監
理
課
は
工
務
課
に

改
称
し
ま
し
た
。

。
平
成
口
年
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
準
備
の
た

め
、
体
育
課
内
に
高
校
総
体
推
進
室

を
新
設
し
ま
し
た
。

職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
市
職
員
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
課
長
級
以

上
の
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
役
職
名
は
新
し
い
職
名
)

〈部
長
級
〉

マ
企
画
調
整
室
長
:
・豊

嶋
誠
マ
総
務
部
長
併
任
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
:
・
津
次
男
マ
市

民
部
長
:
・根
本
勇
マ
環
境
生
活
部

長
:
・中
野
洋
マ
保
健
福
祉
部
長
:
・

飯
島
守
マ
建
設
部
長
:
・贋
瀬
忠
良

マ
都
市
部
長
:
・袴
田
修
平
マ
都
市

部
技
監
:
・川
崎
政
彦
マ
議
会
事
務

局
長
:
・大
類
泰
久
マ
監
査
委
員
事

務
局
長
:
・尾
高
朝
雄
マ
生
涯
学
習

部
長
:
・村
越
隆
マ
教
育
委
員
会
参

与
:
・伊
藤
久
マ
消
防
長
・:
飯
合
節

夫〈次
長
級
〉

総
務
部
次
長
兼
秘
書
課

長
:
・田
中
修
マ
保
健
福
祉
部
次
長

兼
生
活
支
援
課
長
:
・松
本
道
雄
マ

保
健
福
祉
部
次
長
兼
子
ど
も
課
長
兼

児
童
虐
待
防
止
対
策
室
長
・:
角
川
よ

ね
マ
保
健
福
祉
部
参
事
兼
保
健
セ

ン
タ
ー
課
長
:
・鈴
木
孝
マ
建
設
部

次
長
兼
下
水
道
課
長
・:
中
村
豊
明

マ
都
市
部
次
長
兼
都
市
計
画
課
長
・:

魚
地
明
夫
マ
水
道
局
次
長
兼
経
営

課
長
:
・村
越
克
己
マ
教
育
総
務
部

次
長
兼
総
務
課
長
:
・吉
田
克
英
マ

教
育
総
務
部
参
事
兼
指
導
課
長
・・・
松

崎
文
雄
マ
生
涯
学
習
部
次
長
兼
社

会
教
育
課
長
:
・荒
井
茂
男
マ
生
涯

学
習
部
次
長
兼
公
民
館
長
・:
高
橋
信

一
マ
消
防
本
部
次
長
兼
総
務
課
長

.:
田
口
宏

〈課
長
級
〉

マ
企
画
調
整
担
率
王
幹

兼
成
回
線
視
線
化
推
進
室
長
・:
峯
岸

幹
男
マ
財
政
担
五
一
王
幹
:
・十
文
字

栄
一
マ
総
務
課
主
幹
併
任
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
次
長
・:
高
橋
俊
明

マ
広
報
室
長
:
・日
暮
規
雄
マ
収
税

課
長
:
・根
本
徳
雄
マ
市
民
課
主
幹

:
・
椎
名
康
雄
マ
国
保
年
金
課
長
:
・

飯
嶋
政
光
マ
市
民
活
動
支
援
諜
主

幹
兼
防
災
安
全
室
長
・:
圏
分
幹
夫

マ
手
賀
沼
課
長
:
・渡
辺
和
夫
マ
交

通
整
備
課
長
:
・石
原
正
規
マ
生
活

支
援
課
施
設
長
兼
あ
ら
き
園
長
兼
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
:
・村
田
義
規

マ
介
護
支
援
課
主
幹
・:
鈴
木
幸
子

マ
保
育
課
長
:
・小
熊
孝
一
マ
保
健

セ
ン
タ
ー
主
幹
:
・新
保
寛
子
マ
道

路
課
長
:
・
湯
浅
操
マ
道
路
課
主
幹

:
・
大
畑
章
マ
公
園
緑
地
課
長
:
・
鈴

木
重
和
マ
宅
地
課
長
:
・
樋
口
誠

マ
教
育
研
究
所
長
:
・川
島
益
雄
マ

文
化
課
長
:
・椎
名
智
子
マ
社
会
教

育
課
主
幹
:
・小
川
修
マ
消
防
本
部

響
防
課
長
:
・窪
田
文
之
マ
西
消
防

署
長
:
・大
井
作
マ
東
消
防
署
長
:
・

平
川
進

環境生活部

保瞳福祉部

腕削
規
採
用
職
員
は
川

今
年
度
の
新
規
採
用
職
員
は
男
性

5
人
、
女
性
6
人
の
計
U
人
で
す
。

職
種
の
内
訳
は
事
務
職
5
人
、
福

祉
総
合
職
3
人
、
消
防
士
3
人
で
す
。

事
務
職
に
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
別
枠
で
採
用
し
た
女
性
職
員
(
お

歳
か
ら
必
歳
で
民
間
企
業
な
ど
で
の

経
験
が
5
年
以
上
)
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

マ
古
川
瑞
栂
:
・財
政
担
率
一
(
事
務
職
)

マ
段
林
恭
子
:
・市
民
活
動
支
援
謀

(
同
)
マ
沼
崎
智
:
・手
賀
沼
課
(
同
)

マ
中
光
啓
子
:
・介
譲
支
援
課
(
同
)

マ
渡
壁
麻
皐
・:
都
市
計
画
課
(
同
)

マ
外
山
清
香
:
・生
活
支
援
課
(
福
祉

総
合
職
)
マ
葛
間
新
吾
:
・生
活
支

援
課
(
同
)
マ
山
口
綾
子
:
・生
活
支

援
課
(
同
)
マ
太
田
将
士
:
・東
消
防

署
(
消
防
士
)
マ
岩
瀬
健
一
一
:
・西

消
防
署
(
同
)
マ
岡
村
周
一
:
・東
消

防
署
(
同
)

圃
総
務
課
・
内
線
2
8
1

消

住民票などの手数料を5月L日から改定
V改定される主な手数料

住民票(除票を含む)の交付

戸籍の附票(除票を含む)の交付

住所に関する証明

身分に関する証明

印鑑登録証の交付

印鑑登録証明書の交付

住民基本台帳一覧表の閲覧

納税友び公課に関する証明

土地友び家屋に関する証明

所得友び資産に関する証明

公簿又は公文書0澗覧又は照合

地番図又は図面0澗覧又は照合

市では、広域行政での住民票の共同発行や

窓口サービスの拡大に伴い、 5月1日から住

民票実付などの手数料を改定します。

住民票の写しゃ印鑑登録証明書、課税証明

書、評価証明書な芯これまで受付手数料が

1通(枚・件)200円だったものはすべて

300円となります。

また、住民基本台帳一覧表の閲覧手数料

は、 1世帯50円から1人200円になります。

なお、郵送で証明書を請求する場合は、 5

月1日消印分から改定後の手数料となります。

固市民課・内線358、課税果・内線338

生涯学習部

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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全測定地点が基準内

公共用水域のダイオキシン類の

濃度測定調査結果

.. 
ti 

市
で
は
、
平
成
日
年
度
に
、
公
共

用
水
域
の
水
質
と
底
質
に
含
ま
れ
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
(
注
1
)
の
濃
度

怠

測
定
を
市
内
5
カ
所
で
行
い
ま
し
た
。

結
果
(表
1
)
は、

水
質
の
濃
度

が
0

・ロ
5
0
・m
M
陪

l
T
E
Q
/

t
(注
2
・
3
)、
底
質
の
濃
度
は

4
・
0
1初
回

l
T
E
Q
/
g
の
範

囲
で
、

5
地
点
と
も
国
の
環
境
基
準

(注
4
〈水
質
1
陪

l
T
E
Q
/
t

以
下
、
底
質
1
5
0
陪
l
T
E
Q
/

g
以
下
〉
)
の
範
囲
内
で
し
た
。

調
査
は
、
各
水
域
を
代
表
す
る
地

点
で
採
水
器
と
採
泥
器
を
用
い
試
料

を
採
取
し
、
試
料
中
に
含
ま
れ
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
を
分
析
し
ま

し
た
。

濃
度
は
、
水
質
に
つ
い
て
は
水
1

リ
ッ
ト
ル
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
重
さ
(
陪
l
T
E
Q
/
t
)

で
、
底
質
の
濃
度
は
水
分
を
除
い
た

底
泥
1
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ
る
重
さ

(陪
l
T
E
Q
/
g
)
で
表
示
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
市
で
は
平
成
四
年
度
に
土

壌、

M
年
度
に
大
気
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

結
果
(表
2
・
3
)
は、

調
査
地
点

す
べ
て
で
環
境
基
準
の
範
囲
内
で
あ

り
、
人
の
健
康
の
保
護
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
汚
染
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

圃

手
賀
沼
課
・
内
線
5
6
9

公共用水域のダイオキシン類調査結果
(単位:水質pg-TEQ/.e、底質pg-TEQ/g ) 

水域名 調査地点名 水質底質

手賀沼手賀沼(中央) 0.43 27 
手賀沼手賀沼(根戸下) 0.29 35 
古利根沼古利根沼(中央) 0.18 32 
つくし野川つくし野)11(河口)0.17 4.0 
布湖排水路布湖排水路(中流)0.37 5.1 

V表2 大気中のダイオキシン類調査結果(14年度実施)
(単位:pg-TEQ/ぱ)

調査地点名 春期夏期秋期冬期年平均値

湖北台大気測定局 0.0690.13 0.10 0.29 O.日
我孫子市水道局 0.0610.14 0.11 0.21 O.悶
我孫子市東消防署 0.0620.082 0.093 0.26 0.12 

V表3 土壌中のダイオキシン額調査結果(13年度実施)
(単位 :陀・TEQ/g ) 

地区名 調査地点名 毒性等量

我孫子北つくし野5号公園 3.1 
我孫子商白山古墳公園 1.9 
天王台柴崎台中央公園 9.2 
高 野 山天王台南公園 6.3 
青 山台 青山台北公園 6.7 
岡発戸五本松運動公園 12 
中 峠 中峠亀田谷公園 9.7 
湖北台湖北台2号公園 32 

新 木気象台記念公園 76 
布 佐布佐2号公園 4.1 
※環境基準は 1，ooopg-TEQ/ g以下。

V表 1

殺

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
の

市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
は
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ

な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

補
助
金
の
額

太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ

ー
ル
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
5
万
円

で
最
大
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
(
却
万
円
)

ま
で

対
象
と
な
る
発
電
シ
ス
テ
ム

①
低

圧
系
統
と
逆
潮
流
あ
り
で
連
携
す
る

発
電
シ
ス
テ
ム
(
余
剰
電
力
を
電
力

会
社
に
販
売
す
る
も
の
)
で
、
住
宅

(
庖
舗
併
用
住
宅
を
含
む
)
の
上
屋

な
ど
に
設
置
す
る
も
の
②
未
使
用

部
を
補
助

で
あ
る
こ
と
(
中
古
品
は
対
象
外
)

対
象
と
な
る
方

自
ら
居
住
す
る
市

内
の
住
宅
に
、
該
当
す
る
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
方
で
、
平
成
口
年

3
月
辺
固
ま
で
に
工
事
を
完
了
し
、

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
方

※
す
で
に
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

た
方
、
工
事
中
の
方
は
、
補
助
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

4
月
日
日
か
ら
口
年
2

月
お
固
ま
で

※
期
間
内
で
も
予
算
の
枠
を
超
え
た

場
合
は
、
受
け
付
け
を
終
了
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
手
賀
沼
謀
・
内
線
5
6

8
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

六雨被害を受け定方ヘ

震水防止工事を闘戚

大
雨
に
よ
り
住
宅
、
庖
舗
、
事
務

所
、
駐
車
場
な
ど
に
浸
水
被
害
を
受

け
た
方
が
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
行
う
浸
水
防
止
工
事
の
助

成
制
度
を
4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

助
成
対
象
者

市
が
作
成
す
る
浸
水
被
害
者
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
浸
水

状
況
図
に
示
す
対
象
範
囲
以
内
に
あ

る
住
宅
な
ど
に
浸
水
被
害
を
受
け
た

住
宅
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
使

用
者
(
駐
車
場
の
使
用
者
を
除
く
)

平
成
日
年
8
月
5
日
の
大
雨
以
後

に
発
生
し
た
浸
水
被
害
に
か
か
わ
る

浸
水
防
止
工
事
か
ら
対
象

助
成
の
対
象
と
な
る
経
費

ω給
湯
器
、
エ
ア
コ
ン
、
温
水
器
な

ど
の
設
備
機
器
の
か
さ
上
げ
工
事

(
機
器
本
体
の
交
換
を
除
く
)

ω駐
車
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
砂
利

な
ど
に
よ
る
か
さ
上
げ
工
事

小
川
建
物
基
礎
部
の
か
さ
上
げ
工
事
ま

た
は
敷
地
の
盛
土
工
事

小
川
玄
関
先
、
庖
舗
内
、
事
務
所
内
、

そ
の
他
の
室
内
外
の
床
面
の
か
さ
上

用
語
解
脱

注
1

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
:
・
ポ
リ

塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
l

パ
ラ
ー
ジ
オ
キ

シ
ン
(
百
種
類
)
と
ポ
リ
塩
化
ジ

ベ
ン
ゾ
1

フ
ラ
ン

(
1
3
5
種
類
)
、

コ
プ
ラ
ナ
l

ポ
リ
塩
化
ピ
フ
ェ
ニ

ル
(
叩
数
種
類
)
の
3
つ
の
化
学

物
質
の
総
称
。
こ
れ
ら
の
う
ち

m

種
類
に
強
い
毒
性
が
あ
灼
ま
す
。

通
常
は
無
色
の
固
体
で
、
水
に
溶

け
に
く
く
、
蒸
発
し
に
く
い
で
す

が
、
脂
肪
な
ど
に
は
溶
け
や
す
い

性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

注
2
T
E
Q
(毒
性
等
量
)
:
・

毒
性
の
あ
る
却
種
類
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
は
、
毒
性
の
強
さ
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
毒
性
の
一
番
強

い
2
、
3
、
7
、
8
l
四
塩
化
ジ

ベ
ン
ゾ
l

パ
ラ
ー
ジ
オ
キ
シ
ン
を

基
準
と
し
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
重
さ
を
換
算
し
て
い
ま
す
。

T

E
Q
の
表
示
は
換
算
し
た
量
で
あ

げ
工
事

ω住
宅
な
ど
(
平
成
時
年
4
月
1
日

以
後
に
設
置
さ
れ
た
地
下
ま
た
は
半

地
下
方
式
の
駐
車
場
を
除
く
)
の
出

入
口
ま
た
は
敷
地
内
に
防
水
板
そ
の

他
浸
水
を
防
ぐ
設
備
の
設
置
工
事

(
設
置
工
事
に
伴
、
っ
内
外
壁
の
防
水

措
置
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
布
設
、
ブ
ロ
ッ

ク
積
み
な
ど
を
含
む
)

小
川
敷
地
内
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
の

ブ
ロ
ッ
ク
壁
の
設
置
工
事
そ
の
他
改

修
工
事

※
販
売
目
的
で
所
有
す
る
建
物
ま
た

は
土
地
に
係
る
も
の
を
除
き
ま
す
。

※
本
人
が
浸
水
防
止
工
事
を
行
っ
た

場
合
は
、
使
用
し
た
物
品
や
資
器
材

の
購
入
に
要
し
た
費
用
に
な
り
ま
す
。

助
成
金
の
額

助
成
対
象
と
な
る
工
事
の
経
費

(
対
象
工
事
が
複
数
あ
る
場
合
は
合

算
)
の
2
分
の
l
で
、
却
万
円
を
限

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

注
3

問
。

T
E
Q
/
S
(
問

。

T
E
Q
/
g
)
:
・水
1
リ
ッ
ト
ル

(
低
質
・
土
壌
の
場
合
、
土

1
グ

ラ
ム
)
あ
た
り
に
含
ま
れ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
が
、

2
、
3
、
7
、

8
l
四
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
l
パ
ラ
ー

ジ
オ
キ
シ
ン
の
毒
性
に
換
算
し
て
、

ど
の
く
ら
い
の
重
量
に
相
当
す
る

か
を
表
す
単
位
。
数
値
が
大
き
い

ほ
ど
健
康
や
環
境
に
対
す
る
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

な
お
、

1
陪
は
1
兆
分
の
1
グ

ラ
ム
の
重
さ
を
表
し
ま
す
。

注
4

環
壇
基
準
:
・
人
の
健
康
を

保
護
し
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る

、
?
え
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
基
準
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

に
つ
い
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

対
策
特
別
措
置
法
で
大
気
、
水
質

(
水
底
の
底
質
を
含
む
)
、
土
壌
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す。

度助
成
金
の
交
付
要
件
な
ど

。
年
度
内
に
浸
水
防
止
工
事
の
完
了

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
(
た
だ
し
、
工

事
な
ど
の
状
況
に
よ
り
2
年
聞
を
限

度
に
継
続
し
て
行
な
う
こ
と
も
可
能
。

こ
の
場
合
も
1
年
目
に
実
施
し
た
分

と
2
年
目
に
実
施
し
た
分
の
合
計
は
、

初
万
円
が
限
度
)

。
助
成
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
か
ら

3
年
聞
を
経
過
す
る
と
新
た
な
申
請

が
で
き
ま
す

助
成
に
必
要
な
書
類
な
ど

。
案
内
図
と
工
事
個
所
の
配
置
図

。
工
事
の
詳
細
図
な
ど
工
事
内
容
の

わ
か
る
図
面

。
見
積
書
ま
た
は
領
収
舎
の
写

。
住
宅
な
ど
を
借
り
て
い
る
方
は
、

所
有
者
の
承
諾
書

圃

市
民
活
動
支
援
謀
・
内
線
2
1

7
 

現
在
、
大
き
な
社
会
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
烏
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
。
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
そ
の
危
険
性
や
烏
と
の
正

気
与
g
H
Cま

し
い
付
き
合
い
方
を
様
々
な
角
度

か
ら
探
っ
て
い
き
ま
す
。

日
時

4
月
M
日
出
午
後
1
時
却

分
か
ら
4
時
(
入
場
無
料
)

場

所

中
央
学
院
大
学

{'~~パン山写雪バスで市内公共施設を

船で手賀沼を占璽
園田野鳥たちとのつきあい方

~高病原性鳥インフルエンザに関連して~
~齢
~ 施設見学

我
孫
子
市
を
よ
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
施
設
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
市
の
施
設
を
パ
ス
で
見

学
し
、
手
賀
、
担
乞
船
上
か
ら
視
察

し
ま
す
。

ま
た
、

当
日
は
福
嶋
市
長
と
の

懇
談
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

内
容

①
講
演
:・
山
岸
哲
さ
ん

(
ジ
ャ
パ
ン
パ

1
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
顧
問

・
側
山
階

鳥
類
研
究
所
長
)
、
中
村
明
子
さ

ん
(
共
立
薬
科
大
学
客
員
教
授
・

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
情
報
セ

ン
タ
ー
客
員
研
究
員
)
、
山
口
成

夫
さ
ん
(
独
立
行
政
法
人
農
業

・

生
物
系
特
定
産
業
技
術
研
究
機
構

動
物
衛
生
研
究
所
部
長
)
、
尾
崎

清
明
さ
ん
(
側
山
階
鳥
類
研
究
所

標
識
研
究
室
長
)
②
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
:
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l

(山
岸
哲
さ
ん
)
パ
ネ

リ
ス
ト
(
中
村
明
子
さ
ん
、
山
口

成
夫
さ
ん
、
尾
崎
清
明
さ
ん
)

定

員

先

着
2
5
0
人

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

主
催

ジ
ャ
パ
ン
パ

1
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

圃

企
画
調
整
担
率
一

・
内
線
2
7

3 日
時

5
月
比
日
働
午
前
9
時
我

孫
子
駅
北
口
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

集
合
(
時
間
厳
守
)
、
午
後
5
時

ア
ピ
ス
タ
解
散
予
定
(
参
加
無
料
)

行
程
ふ
れ
あ
い
工
房
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
水
道
局
、
あ
ら
き

園
、
手
賀
泊
船
上
視
察

対
象
・
定
員
市
内
在
住
で
過
去

3
年
間
に
参
加
し
て
い
な
い
方
、

初
人

(
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽

選
)

持
参

昼
食

申
し
込
み

ハ
ガ
キ

(1
枚
に
2

人
ま
で
)
に
、
「
施
設
見
学
会
参

加
希
望
」
、
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

4

月
お
日
必
着
で
〒
2
7
O
l
l
l

9
2市
役
所
秘
書
課
(
住
所
省
略

可
)
へ

圃

秘

書
課
・
内
線
2
6
9

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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-乱ぢ¥九の

集団験診が臨まります

:子宮ぢ九

-ー-
日
程
・
場
所

5
月
白
日
、
6
月
2

.
4
・
7
・
U
・
口
・

2
・
お
・

お

日
の
午
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
に
住
民
登
録

・
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
女
性
で
、
昭
和
初

年
3
月
旦
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

(
子
宮
が
ん
検
診
だ
け
を
希
望
す
る

方
は
昭
和
田
年
3
月
旦
日
以
前
に
生

t1 怠

事
業
主
の
笛
さ
九
へ

ご
存
じ
で
す
か
っ
・

第 1115号

「退
職
金
」
は
、
労
働
者
の
退
職

後
の
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
の
大

き
な
柱
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す。

ま
た
、
退
職
金
制
度
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
優
秀
な
人

材
を
確
保
し
定
着
を
促
す
と
と
も
に

従
業
員
か
ら
の
信
頼
感
を
高
め
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す。

中
退
共
制
度
(
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
)
に
加
入
す
れ
ば
安
全

・

確
実
し
か
も
有
利
な
退
職
金
制
度
を

手
軽
に
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

中
退
共
制
度
の
特
色

。
国
の
制
度
な
の
で
安
全

・
確
実
・

有
利
で
す

0

0
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す。

。
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業
の
実

ま
れ
た
方
)

内
容
・
費
用
等
表
参
照

※
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
高
齢
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
、
世
帯
全
員
が

平
成
日
年
度
市
県
民
税
非
課
税
の
方
、

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
。

申
し
込
み
・
圃

ハ
ガ
キ

(1
枚
に

つ
き
1
人
に
限
る
)
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望
検
診

名
(
①
i
③
の
番
号
を
記
入
)
、
検

診
日
程
で
都
合
の
悪
い
日
が
あ
る
方

は
そ
の
日
付
、
市
県
民
税
非
課
税
の

方
は
右
上
に
大
き
く
「
非
」
を
明
記

し
、
4
月
お
日
消
印
有
効
で
〒
2
7

O
I
l
l
3
2
湖
北
台
1
の
ロ
の
時

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・
1
1

3
1
へ
(
フ
ァ
ク
ス
は
不
可
)

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は、

希
望
の

検
診
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す。

※
受
診
者
に
5
月
下
旬
こ
ろ

「検
診

の
案
内
」
を
送
付
し
ま
す。

中
退
共
制
度

態
に
あ
っ
た
退
職
金
制
度
を
手
軽
に

も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す。

。
掛
金
の

一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

0

0
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で

き
ま
す。

。
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は
必

要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税
に
な
り

ま
す。

。
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業
聞

を
転
職
し
た
場
合
な
ど
の
通
算
が
で

き
ま
す。

。
退
職
金
は一

時
払
い
の
ほ
か
本
人

の
希
望
に
よ
り
全
額
ま
た
は一

部
を

分
割
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す。※
加
入
の
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
宮

ω・
3
4
3
6
・
0
1
5
1
へ。

※
ロ
月
末
ま
で
、
市
内
委
託
医
療
機

関
で
も
受
診
で
き
ま
す。

V検診内容・費用等

検診
検診 名

番号

① 乳がんのみ

ごみの織量と資源化の定め12 定員
(人)

費用
受付時間(円)

50歳以上の女性印o~~時~
13時30分

30歳以上の女性印o~~時~
14時30分

③ 3fiiPASA427イ崎山雄1∞o!?Z附'"8∞ 

2∞ 
4∞ 

象対検査 内容

マンモグラフィ

② 子宮がんのみ頚部細胞診

五五 終

機械式生ごみ処理機ぜザ

堆肥化容器の購入i之補即金

高
度
処
理
型
合
併
処
理
海
化
躍
の

設
置
田
を
補
闘
し
ま
す

市
で
は、

高
度
処
理
型
合
併
処
理

静
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
、
費
用

の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し

て
い
ま
す。

ま
た
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
高

度
処
理
型
合
併
処
理
静
化
槽
に
切
り

替
え
る
場
合
は、

設
置
費
用
の
補
助

に
転
換
補
助
が
加
算
さ
れ
ま
す。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
制
度
を
活
用
し、

手
賀
沼
や
利
根
川
等
の
公
共
水
域
の

汚
染
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
同
年
度
か
ら
、
通
常

型
の
合
併
処
理
棒
化
捜
配
置
に
つ
い

て
の
補
助
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た。

対
象
浄
化
槽

高
度
処
理
型
合
併
処

理
浄
化
槽
:・
放
流
水
1
リ
ッ
ト
ル
あ

市
で
は、

家
庭
で
の
ご
み
の
減
量

と
資
源
化
を
進
め
る
た
め、

機
械
式

生
ご
み
処
理
機
と
堆
肥
化
容
器
の
購

入
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す。

な
お、

機
械
式
生
ご
み
処
理
機
は、

対
象
外
の
機
種
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
在
住
の
方

補
助
額

。
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

:・
本
体
価
格
の
2
分
の
l
で
、
1
0

0
円
未
満
切
り
捨
て
。
-
台
3
万
円

を
限
度
と
し、

1
世
帯
1
台

。

コ

ン
ポ
ス
ト・

ボ
カ
シ
容
器
:・
本
体
価

格
の
3
分
の
2
で
、
日
円
未
満
切
り

捨
て
。

1
容
器
3
0
0
0
円
を
限
度

と
し
、
-
世
帯
2
容
器
ま
で

※
本
体
価
格
は、

消
費
税
を
除
い
た

額
で
す
。

申
請
手
続
き

O
指
定
販
売
庖

(
下
表
参
照
)
で
購

入
す
る
場
合
:・
印
鑑
を
持
参
し
、
各

販
売
庖
で
申
請

。
指
定
販
売
庖
以
外
で
購
入
す
る
場

た
り
の
日
間
平
均
値
が
、
総
窒
素
濃

度
で
却
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
ま
た
は
総

リ
ン
濃
度
で
1
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
の

処
理
能
力
を
持
つ
も
の

対
象
区
域

下
水
道
が
利
用
で
き
る

区
域
以
外
の
区
域
、
ま
た
は
地
域
し

尿
処
理
施
設
の
処
理
区
域
以
外
の
区

域補
助
限
度
額
表
参
照

※
補
助
額
に
1
0
0
0
円
未
満
の
端

数
が
生
じ
た
場
合
は
切
り
捨
て
ま
す。

転
換
補
助

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

高
度
処
理
型
合
併
処
理
棒
化
槽
に
転

換
す
る
場
合
(
建
て
替
え
に
よ
る
場

合
を
除
く
)
は、

撤
去
ま
た
は
埋
め

戻
し
に
要
す
る
費
用
(
四
万
円
)
が

合
・:
次
の
①
か
ら
④
を
持
参
し、

ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
役
所
総

合
窓
口
で
申
請

①
カ
タ
ロ
グ
ま
た
は
取
扱
説
明
書

②
品
名

・
数
量

・
本
体
価
格
が
明
記

加
算
さ
れ
て
補
助
さ
れ
ま
す

申
込
期
限

平
成
時
年
ロ
月
お
日

※
申
し
込
み
は
、
必
ず
工
事
の
前
に
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・
0
0

1
5
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

v補助限度額 (単位 :円)
限度額

手賀沼流域利根川流域

5人槽 444.∞o 342.000 
6"'7人槽 486.∞o 363.000 
8"'10人槽 576.∞o 408.000 
11"'20人槽 1.092.∞o 666.000 
21 '" 30人槽 1.860.∞o 1.050.000 
31 '" 50人槽 2，496.∞o 1.368.000 

人槽区分

さ
れ
た
領
収
書
③
印
鑑
ぬ
補
助

金
の
振
込
先
の
口
座
番
号
な
ど
が
わ

か
る
も
の
(
預
金
通
帳
な
ど
)

圃

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

7
・
0
0
1
5

V機械式生ごみ処理機・堆肥化容器指定販売庖

唐 名 所 在 地 電 話 取 扱商品

東葛ふたぱ我孫子支唐寿1・14-18 7182・3121
農業協同湖北支唐古戸171・2 7188・2511コンポスト

組 合布佐支庖布佐1132 7189・3151ボカシ容器

扇屋商庖 緑1-4・2 7182・∞14
自然食品庖よねかわ 湖北台8・10-8 7169・8955

小規模作業所おおばん新々 田77-5 7189・5794

染井金物唐 本町3・&12 7182・2375
ボカシ容器

あびこイー工ム・ショップ本町3・1・14 7183-7747 

アニュー東我孫子 東我孫子2・33-22 7182・7552

アニュー我孫子 我孫子388・1 7氾3-3751

工コートレイド 若松147-3 7185・8945
ダスキン 新木25印 7188・4444機械式生ご

渡辺電機 高野山346・5 7184・8222み処理機

斉藤電器 布佐平和台H.0 104 7189-4188 
※指定販売庖で購入した場合は、販売庖で補助金の手続きができます。

男甘共同参画社会づくり推進懇談会雲員を募集河川愛護モニヲーを募集土曜日の午前中
市内山学肢の傭育館を開放

市では、「男女共同参画プランJを策定し、市長を本部長とした庁内推進組織と、

市民で構成する「男女共同参画社会づくり推進懇談会Jが、連携を図りながら施策

を推進しています。

このたび、懇談会委員の任期満了にともない、新たな委員を公募します。懇談会

委員には、「男女共同参画プランJの推進などについて、審議・提言をしていただき

ます。

募集人員 2人
応募資格 市内在住・在勤の男女(他の審議会等の委員に要属されている方は除く)

任期 2年間
想議会の開催回数 年2回程度(平日昼間に開催予定)
選考方法市選考委員会で決定

応募方法・固 「我孫子市の明女共同参画社会づくりJについての意見や提言を800
字程度にまとめ、住所、民老 年齢、性別、電話番号を明記し、5月7日必着で〒
270・1192市役所男女共同参画担当(住所省略可)・内線293ヘ郵送または持参

委哩期間 7月1日から2年間

対象沼川利根川

対象 市内在住で、利根川付近にお住まいの

20蔵以上の方

謝礼実費程度

申し込み・固 ハガキかファクスで住所、 氏

名、年齢、性別、 電話番号、職業、団体名

何属している方)、自治会など地域に密着し

た活動への参加経験、活動範囲の希望、応

募理由・利根川の感想、河川愛護モニター

経験の有無を明記し、5月31日必着で〒

287-8510佐原市佐原イ 4149国土突通省

利根川下流河川事務所管理課ft0478-52-

6397剛0478-52-9729

市では土曜日の午前中 (8時30分

から 12時30分)、市内小学校の体育

館を子どもたちに無料で開放していま

す。

体育館を利用できるのは大人の責任

者を含め5人以上の子どもの団体で、

体育館使用申請書(市内小・中学校、

教育委員会に用意)の提出が必要です。

O申請の受け付け

日時・場所 4月25日但)午前9時か

ら正午、教育委員会

※申し込み多数の場合は受け付け順。

園教育委員会総務課ft7185・1151

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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市公募補助金
)
同
年
度
か
ら
時
年
度
分
の
審
査
結
果

市
で
は
平
成
ロ
年
度
か
ら
、
公
募

宇佐
含
め
た
新
た
な
補
助
金
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

同
年
度
か
ら
交
付
を
希
望
す
る
、

公
募
分
の
申
請
は
7
件
あ
り
、

「市

補
助
金
等
検
討
委
員
会
」
の
審
査
と

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、
4
件

お
5
い
!
手
賀
沼
ま
る
か
じ
り

(
表
参
照
)
に
対
し
て
、
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

げ
年
度
交
付
対
象
の
事
業
・
活
動
を
募
集

市
補
助
金
の
げ
年
度
か
ら
凶
年
度

の
交
付
対
象
活
動

・
事
業
宇佐
募
集
し

ま
す
。

対
象
叫
業

補

助

金
の
交
付
基
準
に

照
ら
し
て
、
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
事
業

・
活
動

応川
品
質
栴

市
内
に
在
住
す
る
方
叩

人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

活
動
拠
点
の

事
務
所
が
市
内
に
あ
り
、
市
内
で
活

動
を
行
う
N
P
O
法
人
ま
た
は
N
P

O
法
に
掲
げ
る
特
定
非
営
利
活
動
を

行
っ
て
い
る
凶
体
(
政
治

・
宗
教

・

営
利
目
的
の
団
体
や
市
か
ら
他
の
補

助
金
を
受
け
て
い
る
団
体
は
除
く
)

応
非
β
法

公

募
補
助
金
に
関
す
る

要
綱
な
ど
の
書
類
を
お
渡
し
す
る
際

に
、
応
募
内
容
の
説
明
か
じ
ま
す
の

で
、
市
役
所
市
民
活
動
支
援
謀
(
本

春
夏
秋
冬

手
賀
の
丘

s春
(ω
里
山

s

身
近
な
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
野

外
で
遊
び
、

学
び
ま
す
。
分
か
り
ゃ

す
く
解
説
し
ま
す
の
で
、
親
子
や
家

族
で
楽
し
め
、

学
校
の

「し
ら
ベ
学

習
」
に
も
役
立
ち
ま
す
。

今
回
は、

春
の
里
山
に
で
か
け
て

野
草
、
昆
虫
、
野
鳥
の
観
察
を
し
ま

す
。
ま
た
、
竹
と
ん
ぼ
な
ど
の
工
作
、

竹
を
使
っ
た
野
外
調
理
、
楽
し
み
ま

す
。
雨
天
時
は
屋
内
で
、
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
春
の
里
山
解
説
、
竹
を
使
つ

た
工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

集
合
日
時

・
場

所

4

月
四
日
祝
午

前
9
時
鳥
の
博
物
館
駐
車
場
集
合
、

午
後
2
時
加
分
解
散
(
パ
ス
で
移
動

し
ま
す
)

観
察
場
所
手
賀
の
丘
公
園
付
近
の

雑
木
林
谷
津
田
、
手
賀
詔

講
師

烏
の
博
物
館
職
員
、
少
年
自

然
の
家
職
員
、
友
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

春
加
費

無
料

定
員

先
着
刊
人

持
参

弁
当
、
水
筒
、
軍
手、

筆
記

用
具
、
双
眼
鏡
(
お
持
ち
の
方
)

主
催

烏
の
博
物
館
、
県
立
手
賀
の

丘
少
年
自
然
の
家

申
し
込
み
・
国

電
話
で
同
自
然
の

家
君
7
1
9
1
・1
9
2
3
へ

V補助金が交付される団体

我孫子市自閉症児者親の会一自閉症児者への援護・育
成、自閉症の社会への啓発などの活動

ほほえみの会(我孫子地区リウマチ友の会)…リウ
マチ，;::関する情報交換、医療講演会の開催などの活動

こでまりの会…障害を持つ子どもたちにとって最善の
教育のあり方を探り、実現していくための活動

食・農倶楽部一有機農法農家へのボランティア活動と
農業実習・学習により有機農法の推進を目指す活動

庁
地
階
)
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

応
募
は
、
配
布
さ
れ
た
書
類
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、

7
月
1
日
附
ま
で

に
同
課
へ
持
参

(午
前
8
時
ぬ
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で
。
土

・
日
曜
日、

祝
休
日
を
除
く
)

岡

市
民
活
動
支
援
謀

・
内
線
4
8

8
 

野鳥のヒオを
拾わないで
そのままにしておいて

野
鳥
の
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

拾
わ
ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
す
ぐ
そ

の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

Q
円以
近
、
地
面
に
落
ち
て
い
る
烏
の

ヒ
ナ
を
よ
く
見
か
け
る
の
で
す
が
?

A
巣
立
ち
し
た
ば
か
り
の
ヒ
ナ
は
、

う
ま
く
飛
べ
な
い
た
め
、
枝
か
ら
枝

へ
移
る
と
き
な
ど
に
地
面
に
降
り
て

し
ま
う
の
で
す
。

Q
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
?

A
近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て
も
、

親

あ
び
こ
エ
コ
農
産
物
定
期
即
売

4
月
お
日
か
ら
毎
月
第
2
・4
日
曜
日
に
開
催

“
あ
び
乙
型

「地
産
地
消
」
推

進
協
議
会
"

に
よ
る

「あ
び
こ
エ

コ
農
産
物
」
定
期
即
売
会
が、

4
月

お
日
日間
か
ら
毎
月
第
2
・
第
4
日
曜

日
に
ア
ビ
ス
タ
前
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

こ
の
即
売
会
は
、
地
元
で
と
れ
た

農
産
物
の

「地
産
地
消
」
を
進
め
る

た
め
に
、
消
費
者
と
農
家
が
一
緒
に

行
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
定
期
即
売

会
で
す
。
こ
乙
で
販
売
さ
れ
る
農
産

物
は
、

同
協
議
会
が
設
け
る

「あ
び

こ
エ
コ
農
産
物
」
の
生
産
基
準
に
応

じ
た
、
認
証
シ
l
ル
等
(.卜
ぷ
参
照
)

で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
互
い
の
信
頼
関
係
で

「地
産
地

消
」
の
仕
組
み
を
作
る
第
一

歩
で
す
。

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

局
は
必
ず
ヒ
ナ
の
も
と
へ
戻
っ
て
世

話
を
し
ま
す
。
人
が
ヒ
ナ
の
そ
ば
に

い
る
と
、
親
鳥
は
近
寄
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
、
す
ぐ
に
そ
の
場

を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬

や
ネ
コ
、
車
な
ど
の
危
険
が
あ
る
場

合
は
、
近
く
の
木
の
枝
先
に
と
ま
ら

せ
て
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

Q
私
た
ち
が
野
鳥
の
ヒ
ナ
を
育
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か

?

A
人
聞
は
ヒ
ナ
に
飛
び
方
や
烏
に
と

っ
て
危
険
な
も
の
を
教
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

自
然
の
中
で
自
立
で

き
る
よ
う
に
育
て
る
の
は
難
し
い
ζ

と
で
す
。
な
お
、
野
鳥
宇
佐
飼
ゅ
っ
と
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、

鳥
の
博
物
館
ホ
l
ム

ペ
l
ジ

(Z
ee
-¥¥巧
者
宅

σ弓(]・
5
5

与
野

ohz
g』℃
¥)
の
博
物
館
の
活

動
の

「傷
病
鳥
救
護
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

国
手
賀
沼
謀

・
内
線
5
6
8
、
烏
の

博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2
2
1
2

日
時

4
月
お
日
同
午
前
9
時
か
ら

午
後
0
時
加
分
こ
ろ
ま
で
(売
切
れ

次
第
終
了
)

場
所

ア
ビ
ス
タ
前
広
場

即
売
品
目

句
の
野
菜
各
種
~
お
米
、

卵
、
切
花
、

漬
物
な
ど

※
定
期
即
売
会
の
開
始
を
記
念
し
て
、

3
0
0
円
以
上
お
買
い
上
げ
方
先
着

1
0
0
人
に
句
の
野
菜
を
1
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

V認証シール等の色分け

金…無農薬・無化阿肥料で
栽培した有機農産物

オレンジ…県内標準施用農

課長亀樗銭高分以
緑…農薬・化学肥料とも従
来の慣行水準で、栽培した
農産物で同協議会の趣旨
に賛同し、運用組員IJの適
用を受けたもの

国
際
情
勢
、
間
内
情
勢
の
急
速
な

変
化
を
ど
う
受
け
止
め
考
え
る
か
。

今
年
も
憲
法
記
念
日
行
事
と
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に
考
え、

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時

5
月
4
日
附
午
後
1
時
ぬ
分

か
ら
4
時

場
所

市
民
会
館

(
参
加
無
料
)

内
容

イ
ラ
ク
派
兵

・
有
事
法
制
と

憲

法

講
師:・
前
田
哲
男
さ
ん

〈東

京
間
際
大
学
教
授
(
軍
縮

・
安
全
保

障
論
)
〉

主
催

憲
法
を
考
え
る
市
民
の
集
い

実
行
委
員
会

園

浜
田
宮
7
1
8
3
・
2
7
8
9

1玉I

鰐 民
経t年
保 金
制 1~民

主デ 険
~ 業l
集 め
傍 系内
!E イ寸
納 カミ
j討さ 開
{列l聖w
担乏
/=-方

保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険

料
が
納
め
ら
れ
な
い
方
に
、
保
険
料

の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
鵠
し、

基
準
に
該
当
す
る
と

「全
額
免
除
」
か

「半
額
免
除
」
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
免
除
崩
聞
は
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
と
な
り

ま
す
が
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
額
は、

全
額
免
除
の
場
合
は

3
分
の
l
、
半
額
免
除
の
場
合
は
3

分
の
2
と
し
て
計
批判
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
免
除
を
受
け
た
時
か
ら
叩
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
免
除
部
分
を
納
め

る
こ
と
這
納
)
が
で
き
ま
す
。

免
除
が
認
め
ら
れ
る
場
合
~
申
鵠

し
た
月
の
前
月
か
ら
が
免
除
期
間
と

な
り
ま
す
。
す
で
に
平
成
同
年
6
月

ま
で
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
7
月

に
再
申
諒
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
制
度

学
生

(
夜
間

・
通
信
制
を
含
む
)

の
場
合
、
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定

以
下
の
場
合
、
在
学
期
間
中
の
保
険

料
を
、
申
請
に
よ
っ
て
後
か
ら
納
め

る
こ
と
這
納
)
が
で
き
ま
す
。

特
例
の
一本
認
を
受
け
た
期
間
は
、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に

な
り
ま
す
が
、
追
納
を
し
な
い
場
合

は
老
齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

特
例
が
認
め
ら
れ
る
場
A
R

申
諒

し
た
月
の
前
月
か
ら
が
特
例
期
間
と

な
り
ま
す
。
4
月
か
ら
承
認
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は、

5
月
末
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
諸
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
国
保

年
金
謀

・
内
線
3
2
7
へ
。

ママババ育児学級
谷津の自然観察会

・をつげ~車種
日時・場所 5月22日同・29日同午前

9時から正午、保健センター(参加無料)

対象・定員 両日参加司能で、平日に開催

するしあわせ学級に参加できない夫婦、 20
組(応募者多額の揚合は抽選)

内容 助産師の話、赤ちゃんの養護、育児

ビデオ鑑賞、実習G包っこ ・おむつ交換・

妊婦体験)など

申し込み・回 ハガキかEメール仁、住所、

二人の氏名、電話番号、出産予定日を明記し、

5月7日必着で干27ひ1132湖北台1の
12の16保健センタ ーEメール

hokencenter@citY.abiko.chiba.jp 8 

ヘ

自然豊かな、岡発戸、都部の谷津で

菩を満喫しませんか。 (参加無料)

日時・揚所 4月24自国午前9時

30分東我孫子駅南口広場集合、 11時

30分現地解散予定(荒天中止。開催の

育無は、当日の午前8時からテレホン

サービス87185-50∞コード番号

850でお知らせします)

定員 先着25人
持参 ルーペ(お持ちの巧)

※動きやすい服装でご参加ください。

申し込み・問 電話で手賀沼課・内線

464ヘ

我孫子市国際交流協会 (A1 R A) 

外国人ぬためc;)日本語教室
お友だちゃご近所に外国人の方が CA I RA)事務局窓7183-1231

いたら、この講座を紹介してください。FAX7183-2∞5Eメール

日時・場所 ①火曜日クラス…5月 info@e-aira 
11日から毎週火曜日午前10時30jpヘ(電話は木曜日を隙く)

分から正午、 市民プラザ ②土曜日 託児ボランティアも募集
クラス…5月15日から毎週土曜日

午後1時30分から3時30分、ア

ビスタほか

内容 日本語の日常会話の習得

参加費無料(テキスト代は実費)

申し込み・間電話か、ファクスま

たはEメール(住所、氏名、電話番号、

出身園、受講曜日を明記)で、 4月
τ ;ー叫宮古フ 古田帥:2ñ~志凶品

外国人のお母さんのために、日本

語教室の時聞に、子どものお世話を

していただける方を募集します。(年

齢・性別は不問、 外国語は不要)

申し込み・間 電話か、ファクスま

だはEメールで4月19日までに同

事務局(申し込み先上記)ヘ
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舗
器
包〉

喜
姫

タ
イ
ト
ル
の
背
景
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
の
主
催
・
共
催
で
す
。

黒
は
、市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

第一
出
回
我
孫
子
市
吟
録
連
盟
大
会

5
月
2
日
制
9
時
初
分
開
演

所

市
民
会
館
(
入
場
無
料
)

内

市
内
吟
詠
剣
詩
舞
道
家
の
集
い
、

絶
句
・
剣
舞
・
詩
舞
の
発
表

圃

津
川
宮
7
1
8
2
・
3
4
2
6

日
湖
北
台
春
ま
つ
り

-ー-
日
・
所

4
月
M
日
出
・

2
日
制
9

時
1
2時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
・
社
交
ダ
ン
ス
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
・

大
正
琴
・
舞
踊
・
吹
奏
楽
な
ど
の
発

表
、
弁
当
な
ど
の
販
売
、
七
宝
・
陶

芸
な
ど
の
展
示

圃

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
7
・
1
1
2
2

t1 怠

布
佐
新
緑
ま
つ
り

第 1115号

日
・
所

5
月
2
日
冊
目
時

5
日
時
、

布
佐
駅
東
側
・
大
通
り
(
雨
天
の
場
合

は
3
日
)

内

花
の
配
布
、
ふ
わ
ふ
わ
ラ
ン
ド
、

フ
リ
1
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

圃

小
幡
宮
7
1
8
9
・
3
5
7
0

手
作
り
無
農
薬
野
菜
と

自
家
製
パ
ン
の
販
売

日
・
所

4
月
口
日
出
9
時
1
日
時

(
以
降
毎
月
第
3
土
曜
日
開
催
)、

ア
ビ
ス
タ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

内

コ
マ
ツ
ナ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ク
ッ

キ
ー
、
チ
ー
ズ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ほ
か

圃

知
的
障
害
者
通
附
授
産
施
設
む

つ
ぽ
し
宮
7
1
8
4
・
6
2
5
8

日
・・・日時

所
・・・場所

「
ア
イ

・
ラ
ヴ

・
ピ
ー
ス
」
上
映
会

日
・
所

4
月
M
日
出
①
日
時
初
分

②
M
時
③
日
時
却
分
、
沼
南
町
中
央

公
民
館

内

地

震
で
片
足
を
失
っ
た
ア
フ
ガ

E
C

し

ニ
ス
タ
ン
の
少
女
と
義
肢
装
具
士
を

目
指
す
日
本
の
女
性
ろ
う
者
と
の
ふ

れ
あ
い
を
描
い
た
作
品

費

1
2
0
0
円
(
当
日
1
5
0
0

円
)
、
高
齢
者

(ω
歳
以
上
)
・
障

害
者

・
中
学
生
・
高
校
生
1
0
0
0

円
(
当
日
1
2
0
0
円
)
、
小
学
生

8
0
0
円
(
当
日
1
0
0
0
円
)
、

未
就
学
児
は
無
料

※
入
場
券
の
販
売
所
な
ど
詳
し
く
は
、

わ
か
た
け
後
援
会
(
わ
か
た
け
社
会

セ
ン
タ
ー
内
)
宮
7
1
9
2
・
0
3

2
4
m
7
1
9
2
・
1
6
6
5
へ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
ベ
ル
テ

オ

ペ

ラ

公

演

目
・
所

5
月
1
日
回
目
時
初
分
間

演
、
湖
北
地
区
公
民
館

内

歌
劇

「ド
ン
・
パ
ス
ク
ァ
1
レ
」

(全
3
幕
・
字
幕
付
き
)
:・

G
・
ド

ニ
ゼ
ツ
テ
ィ

費

2
5
0
0
円
(
高
校
生
以
下
は

1
0
0
0
円
)
〈
全
席
自
由
〉

圃

金
子
宮
7
1
8
3
・
0
6
5
4

プ
リ
ム
ラ
コ
ー
ラ
ス

第

2

回

演

奏

会

日
・
所

5
月
5
日
鯛
U
時
開
演
、

ア
ミ
ュ
ゼ
相

曲

目

お

き
な
子
の
た
め
の
祈
り
、

六
つ
の
子
供
の
歌
、
う
た
あ
そ
び

指
揮

大
久
保
光
哉
さ
ん

ピ
ア
ノ

山
田
す
み
子
さ
ん

費

8
0
0
円
(
全
席
自
由
)

圃

田
中
宮
7
1
8
4
・
8
7
9
0

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

種
・
:
種
目

我

孫

子

山

草

会

春
の

山
野
草
展
示
会

日
・
所

4
月
お
日
働
i
Z日
制
9

時
5
日
時
、
我
孫
子
郵
便
局
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ル
l
ム
(
入
場
無
料
)

※
山
野
草
の
栽
培
管
理
の
相
談
、
株

分
け
余
苗
の
無
料
配
布
等
も
実
施
。

圃

北
見
宮
7
1
8
2
・
8
8
7
5

我
孫
子
東
洋
蘭
友
の
会

第

1回
え
び
ね
蘭
・
山
草
展

日
・
所

4
月
担
日
出
・
お
日
制
9

時
i
u時
、
田
中
農
業
協
同
組
合
(
柏

市
大
室
1
0
9
5
)
〈
入
場
無
料
〉

※
え
ぴ
ね
蘭
、
山
草
の
即
売
あ
り
。

圃

秋
坂
官
7
1
8
8
・
2
3
3
9

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

4
月
沼
田
は
子
ど
も
読
書
の
目

今
年
も
や
り
ま
す
t
よ
む
よ
む
ラ
リ
ー

期
間

4
月
お
日
働
5
5月
ロ
日
制

内

ラ
リ
l
期
間
内
に
、
市
内
の
図

書
館
の
本
を
1
冊
読
む
ご
と
に
、
用

紙
(
図
書
館
に
用
意
)
に
ス
タ
ン
プ

を
押
し
、
日
冊
読
ん
だ
ら
ゴ
1
ル

※
ゴ
ー
ル
し
た
方
に
は
、
用
紙
を
し

お
り
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

対

小
学
生

圃

市
民
図
書
館
宮
7
1
8
4
・
1

1
1
0
 

布
佐
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
鵠
会

社

支

ダ

ン

ス

講

習

会

日
・
所

5
月
比
日
か
ら
毎
月
第
2

・
4
金
曜
日
目
時
、
布
佐
南
近
隣
セ

ン
タ
ー

対

ど
な
た
で
も
(
初
心
者
歓
迎
)

費

月

額

2
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
布
佐
南
近
隣
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
9
・
3
7
4
0

講

習

会

Q
&
A上
手
な
石
け
ん
の
使
い
方

自
・
所

4
月
訂
白
川
W
H
時
S
M時、

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

環
境
に
や
さ
し
く
安
全
な
石
け

ん
製
品
(
洗
濯
用
、
台
所
用
な
ど
)

対
・
:
対
象
・
{
唇
員

持
・
:
持
参

を
上
手
に
使
、
つ
た
め
の
講
習
会

講
師
石
け
ん
利
用
推
進
協
議
会
員

費

無

料

圃

我
孫
子
市
消
費
者
の
会
・
和
田

宮

7
1
8
3
・
1
4
3
4

母
の
日
に
お
花
を
い
け
よ
う

5
月
8
日
同
日
時
i
ロ
時

所
・
講
師
・
申
し
込
み
先
表
参
照

日場所 講師(流澗 申し込み・問い合わせ先
新木

石神愛子
=r270・1114

近隊
(草月流)

新木野4の31の8
セン1- ft 7188・3788
湖北台

大津恭子
=r270・1112

近隊
』憎胸湖

新木3mの42
セン1- ft 7188-4064 
久寺家

高崎(糊きち)子
i" 270・1167

近隣 台回2の19の14
セン1- ft 7182-4376 

対

小
学
校
4
年
生
以
上
(
大
人
も

可
。
男
女
を
問
わ
ず
)
、
各
会
場
初

人
(
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)

費

8
0
0
円
(
花
材
費
を
含
む
)

持

ハ
サ
ミ
、
新
聞
紙
、
ぞ
う
き
ん

申
・
圃

電
話
か
ハ
ガ
キ
(
開
講
場

所
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
)
で
、

5
月
5
日
必
着
で

各
講
師
へ

硬
式
テ
ニ
ス
県
民
体
育
大
会
予
選

シ

ン

グ

ル

ス

大

会

日
・
所

5
月
9
日
側
8
時
却
分
集

合
、
市
民
体
育
館
(
雨
天
時
は
お
日
)

種
シ
ン
グ
ル
ス
男

・
女

対

市
内
在
住
の
方

費

1
0
0
0円

申
・
圃

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
住
所
、

時
制
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、

5
月
6
日
必
着
で
〒
2
7

O
I
l
l
4
4東
我
孫
子

2
の
日
の

5
田
中
康
夫
容
，
ee--
8
4
・
1
2
9

。
我
孫
子
・
大
正
浪
漫
ウ
オ
ー
ク

時
@
我
孫
子
・
大
正
池
山
浸
5
M
コ
ー

ス
・
--m時

費

1
0
0
0
円
(
高
校
生
以
下
無

料
)

申

当
日
会
場
で

圃

日
本
ウ
オ
1
キ
ン
グ
協
会
宮

ω

.
3
2
9
5
・
1
0
0
2

ιー

つ

こ
ひ
ろ
ば

日
・
所

4
月
四
日
冊
目
時
i
u時、

手
賀
沼
公
園
(
雨
天
中
止
)

内

砂
遊
ぴ
、
ボ
1
ル
遊
ぴ
、
パ
ネ

ル
遊
ぴ
ほ
か

対

O
歳
児
i
未
就
学
児
と
保
護
者

費

無

料

持

お
子
さ
ん
の
飲
み
物

圃

社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
4

.
1
5
3
9
 

我
孫
子
剣
道
教
室
(
前
期
)

日
・
所

4
月
日
日

5
7
月
四
日

(木
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
)
げ

時
加
分
i
四
時
初
分
(
土
曜
日
は
9

時
却
分

S
U時
)
、
湖
北
台
中
学
校

対

小

学
校
4
年
生

i
中
学
生
の
防

具
着
装
者
、
若
干
名

費

入

会

金
1
0
0
0
円
の
み

申
・
圃

電
話
で
山
田
宮
7
1
8
4

.
q
u
Q
d
q
U
F
O
 

詩
吟
と
親
し
む
ひ
と
時

費

4
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
4
月

辺
固
ま
で
に
都
筑
宮
郎
7
1
8
4
・

5
4
6
4
 

心
臓
ぺ

I
ス
メ
ー
カ
ー
勉
強
会

日
・
所

5
月
9
日
制
ロ
時
ぬ
分
5

日
時
却
分
、
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

内

講
演
、
体
験
発
表
、
質
疑
応
答

対

ペ
l
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
・
装

着

ZZA者
(
付
き
添
い
者
も
可
)

費

1
0
0
0
円
(
資
料
代
ほ
か
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
塚
田

宮
郎
7
1
8
5
・
5
0
7
8

母

子

で

あ

・

そ

・

ぼ

日
・
所

4
月
勾
日
同
・
初
日
凶
四
日

時
1
日
時
却
分
、
ア
ピ
ス
タ

内

風
船
あ
そ
び
、
わ
ら
べ
歌
ほ
か

対

1
歳
半
1
就
園
前
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
、
先
着
目
組

費

1
組
1
6
0
0
円

(
2
日
分
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
小
林

宮
間
0
4
7
・
3
4
6
・
7
6
6
0

(
4
月
日
日
比
時

i
)

野
村
生
涯
教
育
講
座

日
・
所

4
月
お
日
制
叩
時

5
日
時

(
以
降
ロ
月
ま
で
全
8
回
)
、
船
橋
市

中
央
公
民
館
(
船
橋
市
本
町
2
丁
目
)

費

年

額

8
0
0
0
円

※
講
座
内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
側
野

村
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
宮

ω
・
3
3

2
0
・
1
8
6
1
へ
。

親
子
ン
ョ
l
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
・
所

5
月
5
日
嗣
①
日
時
i
u

時
②
日
時
初
分

5
日
時
初
分
(
雨
天

実
施)、

吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ

ン
タ
ー
(
品
坦
m花
野
井
)

対

テ
ニ
ス
を
し
た
こ
と
の
な
い

4

歳
i
ロ
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、

各
回
先
着
切
組

費

1
組
5
0
0
円
(
お
子
さ
ん
は

2
人
目
か
ら
1
人
2
0
0
円
)

持

運
動
が
で
き
る
靴
と
服
装
、
タ

主
:
・
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

出演料 4000円+(メンバー

人数x1000円)

申し込み・圃申込書(市役

所、 布佐支所、 教育委員会、

市民プラザ、アビス夕、湖北

地区公民館に用意)に必要事

項を明記し、5月14日必着

で〒270・1166我孫子1684

教育委員会文化課c7185

・1601ヘ郵送または持参

※申し込みは、文化課ホーム

ページ http://bunka.bird-

mus.abilくo.chiba.jp/からも

可能です。

アフザコシザート出演者を募集

日時・場所 8月21日.10 

月23日.12月18日.2月

5日のいずれも土曜日午後3
時借演、市民プラザ(出演は、

いずれか1回)
対象市内に在住・在学・在

勤または市内で音楽活動中の

16醜から29歳までの個人

または5人までのグループ

(各日の出演者は3組程度。

演奏聞聞は1組20分以内)

音楽の種類 ジャンルは間わ

ず(ただし、金管、打楽器は

要相談。アンプは使用不可)

(ihきつェヌ~'2∞4
参加者を募集

日時・場所 6月27日間午前

10時から午後3時、湖北地区

公民館・湖jtiJ¥学校
対象 牢発表し;芭い予ども(小

学生から20歳くらいまでの方)

…ダンス、バンド、劇など何で

も牢何かやってみ定い予ども…

企画、運営などの手伝いやその

他何でも牢大人の団体…子ども

と遊ぶ、子どものサポートなど

申し込み・圃電話かファクス

で4月30日までに石田宮間

7184・9601ヘ

オ
ル
、
着
替
え
(
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー

ル
は
主
催
者
が
用
意
)

申
・
圃

電
話
で
同
研
修
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
3
4
・
3
0
3
0

簡

単

料

理

教

室

日
・
所

4
月
辺
日
同
9
時
却
分
i

u時
、
東
我
孫
子
区
民
会
館

内

健
康
や
食
費
の
節
約
を
考
え
て
、

包
丁
を
使
わ
ず
に
ミ
1
ト
ソ
1
ス
等

費

5
0
0
円
(
材
料
費
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
矢
吹

宮

0
9
0
・
3
4
2
0
・
2
4
6
9

附

7
1
8
2
・
4
1
9
2

一
日
プ
レ

I

パ

ー

ク

で

大
人
も
子
ど
も
も
思
い
つ
き
り
遊
ぼ
う

日
・
所

4
月
口
日
回
目
時

5
日
時

柴
崎
台
中
央
公
園
(
以
降
原
則
と
し

て
第
1
土
曜
日
に
同
公
園
、
第
3
土

曜
日
に
並
木
1
号
公
園
で
開
催
予
定
)

※
雨
天
時
は
中
止

内

ベ
イ
ゴ
マ
、
釘
さ
し
、
焼
き
物

粘
土
、
竹
パ
ン
・
も
ち
づ
く
り
ほ
か

費

1
0
0
円
(
材
料
費
)

主
あ
ぴ
こ
プ
レ
1
パ
1
ク
連
絡
会

圃

山
田
宮
附
7
1
8
6
・
2
6
4

0

(電
話
は
四
時
以
降
)

ア
マ
チ
ュ
ア
の
た
め
の
公
開
チ
ェ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク

s
菅

野

博

文

氏

を

迎

え

て

S

日
・
所

4
月
却
日
嗣
①
基
礎
編
:・

ロ
時
②
実
技
編
・--U
時
日
分
③
室
内

楽
編
:・日
時
印
分
、
き
わ
や
か
ち
ぱ

県
民
プ
ラ
ザ
(
費
用
無
料
)

内

チ
ェ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
聴
講

対

各
部
先
磐
田
人

申
・
圃

電
話
か
、

E
メ
1
ル
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

ゴ
ル
タ
1
マ
ン
の
会
・
竹
内
宮
7
1

8

8
・
0
4
7
3
E
メ
l
ル
関
o-

仲
買
自
民
百
〈
の
⑥
宮
町
M
O
O
-
の0
・号

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185-1111 

日
・
所

4
月
包
日
出
H
時
5
口
時
、

天
王
台
自
治
会
館
(
天
王
台
1
丁
目
)

対

先
着
却
人

費

5
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

E

メ
1
ル
で
伊
藤
宮
間
7
1
8
4
・
5

9
0
7
E
メ
l
ル
w
o
w
c
m
oロム件。

@
』n
o
g
-
y
o
g
o
b
o
-
V

あ
び
こ
雑
学
ね
っ
と

我
孫
子
ぶ
ら
り
紀
行

日
・
所

4
月
M
日
出
9
時
初
分
、

湖
北
駅
北
口
階
段
下
集
合

日
・
所

4
月
却
日
側
、
手
賀
沼
公

コ
l
ス

天
照
神
社
、
法
岩
院
、
古

園
@
子
賀
沼
一
周
お
同
コ

l
ス
:
・8

利
根
沼
ほ
か

(
2時
間
程
度
)

時
②
干
賀
沼
半
周
ロ
同
コ

1
ス
:・
9

ガ
イ
ド

我
孫
子
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

費
・
:
費
用

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)
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音
楽
巴
合
わ
せ
て
踊
る
ひ
ょ
う

き
ん
柏
崎
だ
け
ど
、
犬
は
ち
ょ
っ

ぴ
り
ザ草
子
で
す
。

ぼ
し
ゅ
う

臨

時

保

健

師

勤
務
日
・
時
間

5
月
1
日
5
9月

初
日
の
聞
で
月
4
・
5
日
程
度
、

9

時

s口
時

内

健

診
・
相
談
業
務

対

保
健
師
資
格
を
有
す
る
乳
幼
児

健
診
・
相
談
業
務
経
験
の
あ
る
方
、

若
干
名

賃

金

時

給
1
3
6
0
円
(
通
勤
干

当
別
途
支
給
)

※
申
し
込
み
+
♂
活
な
ど
、
詳
し
く
は

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・
1
1

3
1
へ。

臨
時
給
食
調
理
員
の
登
録
者

~ -
勤
務
場
所
市
内
小
学
校

任
周
期
間

4
カ
月
以
内
(
更
新
可
)

※
任
用
は
欠
員
が
生
じ
た
場
合
で
、

勤
務
日
等
は
学
校
で
異
な
り
ま
す
。

内

給
食
の
調
理
、
給
食
室
の
清
掃

賃

金

時

給
8
8
0
円

申
・

圃
申
込
書
(
教
育
委
員
会
に

用
意
)
に
必
要
事
事
乞
明
記
し
、
縦

4
m
横
3
仰
の
写
真
を
添
付
し
て
4

月
お
日
ま
で
に
我
孫
子
1
6
8
4教

藤色
村E

優
李
ち
ゃ
ん

(
東
我
孫
子
・

1
歳
2
カ
月
)

育
委
員
会
学
校
教
育
課
宮
7
1
8
5

.
1
2
6
7
へ
直
接
持
委

第
げ
回
全
国
健
康
福
止
祭

(
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
)
出
場
者

日
・
所
叩
月
日
日
出
i
四
日

ω、

群
馬
県
(
宿
泊
を
伴
い
ま
す
)

参
加
資
格
県
内
在
住
の

ω歳
以
上

(
昭
和
初
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
)
の
方

※
募
集
種
目
、
人
数
、
経
費
、
応
募

育
法
な
ど
、
詳
し
く
は
側
千
葉
県
福

祉
ふ
れ
あ
い
財
団
長
寿
課
宮
0
4
3

.
2
2
1
・
7
4
4
8
へ。

千

葉

県

警

察

官

受
付
期
間

4
月
幻
固
ま
で

試
験
日

5
月
お
日
冊

※
採
用
人
数
、
受
験
資
格
な
ど
、
詳

し
く
は
我
孫
子
嘗
察
署
嘗
務
課
宮
7

1
8
2
・
0
1
1
0
へ。

我

孫

子

朗

読

の

会

新

人

養

成

講

座

生

日
・
所

6
月

s口
年
3
月
の
第
2

・
4
水
曜
日
目
時

1
日
時
、
寿
市
民

セ
ン
タ
ー
(
費
用
無
料
)

内

視
覚
障
害
を
持
つ
方
へ
の
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

対
話
人
程
度

※
説
明
会
と
面
接
を
5
月
お
日
制
日

神?
国語

あ
っ
し

敦
士
ち
ゃ
ん

(
天
王
台
・

1
歳
3
カ
月
)

直
べ
る
の
大
路
き
。
ポ
l
ル
大

路
き
。
で
も
マ
マ
の
抱
っ
こ
が
一

番
大
路
き
。

時
か
ら
市
役
所
分
館
会
議
室
で
行
い

ま
す
。
希
望
者
は
、
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
圃

電
話
で
5
月
日
固
ま
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l
E
7
1
8
5
・
5
2
3
3

和
楽
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

内

高
齢
者
の
生
活
介
助
、
お
話
し

相
手
、
抹
極
物
た
た
み
、
買
い
物
、

外
出
な
ど
の
手
伝
い

研
修
会
日
時

4
月
幻
日

ω-m日

制
日
時
日
分

1
日
時
日
分

※
湖
北
駅
北
ロ
ロ
時
日
分
発
の
無
料

送
迎
パ
ス
を
運
行
。

申
・
圃

電
話
で
4
月
初
固
ま
で
に

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
和
楽
園
宮
7

1
8
8
・
6
2
6
1

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

ひ

ま

わ

り

会

員

日
・
所

毎
週
木
曜
日
目
時
S
U時、

市
民
体
育
館

対

家
庭
婦
人
(
初
心
者
歓
迎
)

費

月

額

2
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
谷
口
宮
0
8
0
・

5
0
5
6
・
3
7
2
2

.A. 
c 

道

ム冨

気

日
・
所

毎
週
月
・
金
曜
日
目
時

s

m時
却
分
、
日
曜
日
比
時
i
M時、

白
山
中
学
校
武
道
場

対

中
学
生
以
上
の
初
心
者

費

月

額

1
0
0
0
円
、
入
会
金
2

0
0
0
円

申
・
圃

練
習
日
に
直
接
会
場
ま
た

は
電
話
で
鈴
木
宮
7
1
8
5
・
0
6

Q
d
F
b
 

dk白ヒ也事 4月1日現在

.人口 132.267人 (・84人)
[うち外国人鈎7人]

男 65.798人 (ー41人)
女 66.469人 (ー43人)

.世帯 50.382世帯(+134世帯)
※住民基本台帳人口・世帯敬に外国人
萱録者数・世帯数を加えた数値です。

※( )内は前月との比較。

我
孫
子
駅
南
口
商
庖
街
五
月
ま
つ
り

フ
リ
l
バ
ザ
l
ル
出
庖
者

日
・
所

5
月
日
日
回
目
時
5
日即時、

我
孫
子
駅
南
口
商
庖
街
周
辺
(
雨
天

の
場
合
は
時
日
に
延
期
)

対

先
着
初
区
画
(
間
口

3
m
)

費

1
区
画
2
0
0
0
円

※
飲
食
品
は
飲
食
許
可
業
者
の
み
。

申
・
圃

4
月
初
固
ま
で
に
電
話
か

直
接
、
五
月
ま
つ
り
実
行
委
員
会
(
商

工
会
内
)
宮
7
1
8
2
・
3
1
3
1

若
竹
剣
友
会
会
員

日
・
所

毎
週
日
曜
日
9
時
加
分
S

U
時
却
分
、
湖
北
台
西
小
学
校
体
育

骨
回

告
μ対費

小
学
生

月
額
5
0
0
円
、
入
会
金
3
0

0
0
円練

習
日
に
会
場
で

秋
葉
宮
7
1
8
8
・
8
4
7
0

圃申
我
孫
子
河
童
太
鼓
の
会
会
員

員

日
・
所

毎
週
日
曜
日
9
時
i
u時、

久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

対

和

太
鼓
に
興
味
の
あ
る
方
(
初

心
者
歓
迎
)

費

月

額

2
0
0
0
円
、
入
会
金
2

0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
中
村
宮
7
1
8
2

.
3
4
9
0
 

湖
蕃
一
」
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
空
フ
ブ
貧

日
・
所

毎
週
火
曜
日
①
(
市
内
小

学
校
1
・
2
年
生
)
:
・口
時

s
m時

②
(
同
3
1
5
年
生
)
:
・同
時
i
u

時
、
湖
北
台
西
小
学
校

忘れずに納め事しよう

項 目
納期限
(口座彊昔日)

固定資産税第 1期 30日(金)

水道料金 26日(月)

※納付を口座振替にすると、
納め忘れもなく便利です。
ぜひご利用ください。

内

マ
ッ
ト
運
動
、
跳
び
箱
、
鉄
棒
、

縄
跳
ぴ
、
ボ
ー
ル
運
動
ほ
か

対
先
着
加
入

持
縄
跳
ぴ
縄
、
ボ
l
ル
、
上
履
き

費

月

額

2
0
0
0
円
、
入
会
金
3

0
0
0
円
、
保
険
料
年
額
5
0
0
円、

管
理
費
年
額
6
5
0
円

申
・
圃

電

話

で

寄

ぎ

7
1
8

7
・
3
5
5
6
ま
た
は
直
接
会
場

我
孫
子
菊
愛
好
会
会
員

日
・
所

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
9

時
S
U時
、
我
孫
子
中
学
校

内

3
本
仕
立
て
大
輪
菊
作
り

指
導

飯
白
骨
さ
ん
(
我
孫
子
中
教
諭
)

費

年

額

4
0
0
0
円
(
材
料
費
等
)

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

4
月

お
固
ま
で
に
吉
川
宮
附
7
1
4
9
・

8
6
3
9
 

暮
ら
し
の
法
律
を
学
ぶ
会
会
員

日
・
所

毎
月
第
1
・
3
土
曜
日
目

時
S
M時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

ほ
カ

費

月

額

1
0
0
0
円

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ

ー
ル
で
田
中
宮
間
7
1
8
8
・
1
3

1
7
E
メ

1
ル
守
田
'ロ
ω
'w
ω
@

』

nos-YOEO-ロ0
・号

二
胡
愛
好
会
会
員

日
・
所

①
毎
月
第
1
・
3
日
曜
日

目
時
初
分

i
m時
、
柏
市
中
央
公
民

館
(
柏
市
役
所
隣
)
②
毎
月
第
1
・

3
火
昭
日
比
時

i
u時、

寺
嶋
文
化

会
館
(
柏
駅
東
口
下
車
徒
歩
3
分
)

費

月

額

5
0
0
0
円
、
入
会
金
5

制審週(人島)，.誕生骨a
(我孫子警察署管内・ 3月31日現在)
3月の発生件数 71件
今年の発生件数 159件
前年同期比 + 12件
3月の死者数 O人
今年の死者数 O人
前年同期比 一4人

3月の負傷者数 83人
今年の負傷者数 185人
前年同期比 + 9人

0
0
0
円

申
・
間

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ

ー
ル
で
茂
木
宮
町
7
1
6
3
・
5
7

5
3
E
メ
l
ル
W
包
宮
中

N
@』

nog-

V
O
E
O
-
5甘

楊
名
時
気
功
太
極
拳
の
会
会
員

日
・
所

毎
週
土
曜
日
目
時
却
分
S

U
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

対

先
着
目
人
(
男
性
歓
迎
)

費

1
回
7
0
0
円
、
入
会
金
1
0

0
0円

申

電
話
で
会
場
を
確
認
後
、
直
接

会
場
へ

圃

宮

田

宮
7
1
8
4
・
7
8
2
5

あ
び
こ
太
極
会
会
員

日
・
所

毎
週
日
曜
日
日
時

S
U時

:
・
我
孫
子
第
四
小
学
校
、
毎
週
水
曜

日
9
時
S
U時
加
分
・・・
市
民
会
館

費

月

額

2
0
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
山
本
宮
7
1
8
9

.
4
6
8
7
 

竹

林

ム一
A

ム一
A

日
・
所

原
則
と
し
て
毎
月
第
1
・

3
水
曜
日
9
時
i
u時
、
湖
北
地
区

公
民
館

内

書
道
を
通
じ
た
健
康
管
理

講
師
下
平
荷
香
さ
ん

対

先
着
目
人
(
初
心
者
歓
迎
)

費

月

額

3
0
0
0
円

持
書
道
道
具
ま
た
は
筆
記
用
具

申

直
接
会
場
へ

圃

橋

村

宮
7
1
8
8
・
9
5
3
2

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
愛
会
員

日
・
所

毎
週
水
晦
日
ロ
時

1
日
時
、

ア
ピ
ス
タ

内

新
し
い
演
歌
や
ポ
ッ
プ
ス

対

歌
の
好
き
な
方
、
先
着
目
人

費

月

額

2
5
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円

申
・
圃
電
話
で
森
宮
7
1
8
5
・

0
8
0
5
 

根
戸
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

月
4
回
金
昭
日
日
時
加
分

5
日
時
、
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

対

フ

ラ
ダ
ン
ス
初
心
者

費

月

額

3
0
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
山
本

宮
間
7
1
8
5
・
3
7
7
5

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
ヴ
イ
ス
カ
リ
ア
合
一
員

日
・
所

毎
週
日
曜
日
目
時

5
2時、

商
工
会
(
寿
1
丁
目
)

対

初

級
S
中
級
、
先
着
目
人

費

月

額

3
0
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円

申
・
圃
直
接
会
場
ま
た
は
電
話
で

野
崎
宮

7
1
8
3
・
0
6
5
2

ピ
ア
ノ
フ
レ
ン
ド
会
員

貝

日
・
所

原
則
月
2
回
金
晦
日
9
時

i
m時
初
分
、
ア
ピ
ス
タ

対

大
人
の
初
心
者
(
音
譜
の
読
め

な
い
方
も
可
)
、
先
着
3
入

費

月

額

3
1
0
0
円
(
別
途
入
会

金
1
0
0
0
円
、
教
本
代
実
費
)

申
・
圃

電
話
で
管
野
宮
7
1
8
3

.
4
1
3
6
 

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
「
ア
ロ
ハ
・

バ
ラ
ダ
イ
ス
」
メ
ン
バ
ー

日
・
所

月
2
回
土
曜
日
か
日
曜
日

目
時
i
u時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ

対

秋

ま

で
に
演
奏
活
動
が
可
能
な

ギ
タ
1
、
ベ
ー
ス
、
女
性
ボ
ー
カ
ル

各
1
人
(
年
配
者
歓
迎
)

費

月

額

1
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
5
月
日
日
ま
で
に

畑
宮
7
1
8
5
・
8
6
6
5

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日

4
月
幻
日

ω日
時
初
分

水
道
局
4
階
会
議
室

克斤

教
育
委
員
会
総
務
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
1
0

圃
痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

「
痴
ほ
う
症
状
が
あ
る
が
ど
こ
に

受
診
す
れ
ば
よ
い
か
」「
最
近
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
が
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
、
痴
ほ
う
の
方

を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の
疑
問
に
、

専
門
の
医
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
・
所

4
月
辺
日
同
日
時
初
分
1

日
時
記
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
相
談
室
(
市
役
所
西
別
館
3
階
)

費

無

料

申
・
圃

電
話
で
介
護
支
援
課
宮
7

1
8
6
・
1
4
1
1
(
予
約
制
)

「
我
孫
子
市
民
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ム

休

館

日

を

訂

正

6
月
8
日

ωは
館
内
整
理
日
の
た

め
休
館
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

圃
市
民
図
書
館
宮
7
1
8
4
・
1

1
1
0
 

我
孫
子
都
市
富
生
産
一
霊
地
区
の

変

更

の

寮

の

縦

覧

我
孫
子
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
変
更
の
案
の
縦
覧
を
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

4
月
日
日
幽
か
ら
羽
田

働
ま
で
の
9
時

s口
時
(
市
役
所
閉

庁
日
は
除
く
)

縦
覧
場
所
・
圃
都
市
計
画
課
(
市

役
所
東
別
館
1
階
)
・
内
線
5
7
4

4
月
1
日
か
ら
一
部
医
癒
機
関
で

検
診
を
開
始
・
中
止
し
ま
し
た

検
診
の
開
始

生
活
習
慣
病
、
乳
が

ん
検
診
(
視
触
診
)
、
大
腸
が
ん
検

診
・:
ケ
ア
ナ
l
シ
ン
グ
ワ
イ
ズ
外
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

検
診
の
中
止
乳
が
ん
検
診
(
視
触

診
)
:
・ア
ピ
コ
外
科
整
形
外
科
、
く

ら
さ
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

1
1
3
1
 

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 ζ剃簡(f;eぃ
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「第九Jーベントベー

今
年
の
年
末
、

3
回
目
の
第
九
演

奏
会
を
我
孫
子
合
唱
連
盟
、
我
孫
子

市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

アルバトロスヨットクラブ
ヨットを通して

人生の交流の輸を広げる

「
ア
ル
パ
ト
ロ
ス
ヨ
ッ
ト
ク
ラ

ブ
」
(
小
串
悦
正
理
事
長
)
が
、

去
る
1
月
日
日
に
市
内
で
凶
番
目

の
N
P
O法
人
と
し
て
千
葉
県
か

ら
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
セ

I
リ
ン
グ
を

通
し
て
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
ヨ

ッ
ト
技
術
の
向
上
、
ヨ
ッ
ト
マ
ン

シ
ッ
プ
の
習
得
な
ど
を
目
的
に
約

を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。

演
奏
会
日
程
・
会
場
ロ
月
日
日
出

・
ロ
日
側
、
市
民
会
期

練
習
日
程

月
4
回
程
度
(
原
則
と

し
て
日
曜
日
ま
た
は
土
曜
日
の
午
後

1
時
却
分
か
ら
4
時
)

募
集
パ
l
ト

ソ
プ
ラ
ノ
、

テ
ノ
ー
ル
、
パ
ス

ア
ル
ト
、

初
年
前
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
脅
少
年
ヨ
ッ
ト
教

室
、
身
障
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た

ヨ
ッ
ト
の
講
習
・
体
験
試
乗
会
な
ど

で
す
。
活
動
の
拠
点
は
手
賀
沼
で
、

桟
橋
に
叩
隻
の
ヨ
ッ
ト
を
所
有
、
い

つ
で
も
帆
走
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
他
、
稲
毛
マ
リ
l
ナ、

館
山
湾
な
ど
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
現
在
会
員
数
は
必
人
。
こ
こ
数

年
新
入
会
員
が
増
え
て
い
ま
す
。
初

心
者
に
は
、
基
礎
か
ら
ヨ
ッ
ト
を
操

h
p快
晴
の
中
行
わ
れ
だ
体
験
鼠
葉
会

対
象

練
習
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
方
(
年
齢
・
性
別
・
合
唱
経
験
・

居
住
地
な
ど
は
聞
い
ま
せ
ん
)

合
唱
指
導
大
久
保
光
哉
さ
ん

費
用

3
0
0
0
円

。
発
会
式

日
時
・
場
所

5
月
却
日
回
目
時
か

ら
ロ
時
、
市
民
会
館

持
参

楽
譜
〈
お
持
ち
で
な
い
方
は

申
し
込
み
の
ハ
ガ
キ
に

「楽
譜
要
」

と
明
記
。
発
会
式
当
日
に
お
渡
し

(
5
0
0
円
・
カ
ワ
イ
出
版
)
)

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番

号
、
希
望
パ

1
ト
、
楽
譜
の
要
・
不

要
を
明
記
し
5
月
刊
日
必
着
で
〒
2

7
0
1
1
1
6
4
つ
く
し
野
3
の
ロ

の
5
0
6
木
村
鵡
夫
(
あ
ぴ
こ
第
九

を
歌
う
会
会
長
)
へ

主
催

我
孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会

圃

佐
藤
宮
7
1
8
9
・
3
0
7
3

縦
す
る
こ
と
が
出
来
る
ま
で
適
切

な
指
導
を
行
い
ま
す
」
と
小
串
さ

ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。

同
会
は
、
我
孫
子
市
、
柏
市
、

沼
南
町
で
組
織
し
た

「手
賀
沼
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
」
が、

3
月
幻
日
に
手
賀
沼
の

「
湖
上
国
」
沖
で
開
催
し
た
ア
ク

セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
I
(
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
ヨ
ッ
ト
)
の
体
験

試
乗
会
に
協
力
し
ま
し
た
。

当
日
は
、

N
P
O
セ
イ
ラ
ピ
リ

テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
、
湖
上
園
、
手
賀

沼
漁
業
協
同
組
合
と
協
力
し
、
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
方
と

そ
の
家
族
な
ど
初
人
ほ
ど
が
乗
艇

し
、
浄
化
が
進
む
手
賀
沼
の
水
面

に
手
を
触
れ
る
な
ど
帆
走
を
楽
し

み
ま
し
た
。

圃

ア
ル
パ
ト
ロ
ス
ヨ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
・
斉
藤
宮
0
9
0
・
3
2
4

2
・
6
8
2
5

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
海
外
ヘ

若
松
在
住
の
森
下
さ
ん
と
新
木
在
住
の
谷
元
さ
ん

若
松
在
住
の
森
下
豊
昭
さ
ん
と
新

木
在
住
の
谷
元
浩
さ
ん
が
、
海
外
協

力
機
構
が
実
施
す
る
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、

3
月
M
日
に
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

派
遣
は
、
こ
の
4
月
か
ら
2
年
間

"-::J 

."、 a~. -・tfI 

~ 、

-・F
『ゆ、

" • [ [ 

あ

び

.....， 
ιー

自慢のイチゴを手Eする高田さん(左)と田村さん(右)

新
木
在
住
の
高
田
幸
雄
さ
ん
と
田

村
星
寿
さ
ん
が
3
月
日
日
に
沼
南
町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た

「平
成

日
年
度
東
寝
飾
イ
チ
ゴ
品
評
会
」
で
、

東
葛
飾
イ
チ
ゴ
研
究
会
会
長
貨
を
受

の
予
定
。
森
下
さ
ん
は
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
大
学
で
農
業
研
究
開
発
に
つ
い

て
学
生
や
教
師
へ
の
指
導
と
助
言
を

行
い
ま
す
。
谷
元
さ
ん
は
、
パ
ラ
グ

ア
イ
で
他
の
派
遣
グ
ル
ー
プ
と
現
地

の
受
け
入
れ
側
と
の
通
訳
や
調
整
業

務
を
行
い
ま
す
。

出
発
に
先
立
ち
、
森
下
さ
ん
は

「

現
地
の
方
と
共
に
学
ぴ
、
知
恵
を
出

し
あ
い
、
汗
を
流
し
て
国
づ
く
り
の

基
礎
で
あ
る
農
業
の
発
展
に
一
つ
で

も
成
果
を
残
し
た
い
」
と
、
谷
元
さ

ん
は
「
学
生
時
代
か
ら
今
固
ま
で
中

南
米
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
の
で
、
こ
れ
ら
の
国
の
発
展
に
協

力
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
が
熱
く
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

あ

れ

.....， 
ιー

れ

貧
し
ま
し
た
。

こ
の
貨
は
、
東
潟
飾
地
域
の
行
政

機
関
職
員
、
学
校
給
食
の
栄
養
士
、

出
品
イ
チ
ゴ
農
家
な
ど
、
品
評
会
参

加
者
が
一
つ
一
つ
試
食
を
行
い
、
投

票
に
よ
っ
て
決
定
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
東
葛
飾
地
域
に
は
、
約
加

戸
の
イ
チ
ゴ
栽
培
農
家
(
市
内
2
戸
)

が
あ
り
ま
す
が
、
食
味
、
糖
度
、
美

し
さ
な
ど
、

専
門
家
や
仲
間
の
イ
チ

ゴ
栽
培
農
家
か
ら
非
常
に
高
い
評
価

を
得
て
の
受
賞
で
し
た
。

受
賞
し
た
高
田
さ
ん
は

「
こ
れ
か

ら
も
安
全
・
安
心
に
こ
だ
わ
り
ま
す
」

と
、
田
村
さ
ん
は
「
貨
に
恥
じ
な
い

よ
み
ん
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

新
木
在
住
の
高
田
さ
ん
と
田
村
さ
ん

イ
チ
ゴ
品
評
会
で
会
長
賞

俳句
文芸だより
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短電R

選

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
ふ
そ
ぴ
ら
に
梅
倒
ふ

駅
瞭
の
底
に
真
白
き
梅
の
花

ゅ
、
ヲ
げ

初
花
莱
タ
倒
の
卓
を
に
ぎ
わ
せ
り

入
学
の
祝
ひ
に
黒
の
ラ
ン
ド
セ
ル

彼
岸
入
主
亡
き
犬
小
屋
赤
き
屋
根

械
が
鋭
休
め
れ
ば
河
原
時

小
窓
よ
り
保
育
器
見
舞
、
「
梅
)
片

口
中
に
残
る
春
の
繋
識

菅
山
陽
子

町

田

進

河
内
き
み

下
回
繁
樹

石
神
愛
子

渋
谷
多
佳
子

渡
辺
正
夫

今

井

岩

夫

竹内旦榊原敦子選

病
み
伏
せ
る
先
生
に
春
を
届
け
む
お
龍
そ
の
ピ
ン

ク

を

求

む

小

出

礼

子
っ
く
し
ん
ぼ

利
根
の
土
手
ポ
ツ
リ
顔
出
す
土
筆
坊
わ
れ
の
足
音
聞
こ

え

る

の

で

は

千

葉

フ

ミ

草
萌
ゆ
る
手
賀
の
沼
辺
の
遊
歩
道
駆
け
行
く
少
年
汗
し

た

た

ら

す

川

上

進

也

庭
先
を
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
春
の
風
咲
き
満
つ
る
梅
の
枝

を

揺

ら

せ

て

下

回

文

子

爵
暴
露
粂
に
立
ち
昇
る
モ
ン
ゴ
ル
の
耕
一
つ
な

が

ら

に

嘉

戸

健

治

馬
の
背
の
や
う
な
る
尾
根
を
連
な
り
て
人
影
ゆ
る
ゆ
る

点

と

な

り

行

く

小

林

光

江

ど
こ
ま
で
も
除
い
て
く
る
月
か
ろ
や
か
に
私
の
な
か
の

う
さ
害

兎

が

踊

る

石

河

和

子

人
類
の
羽
化
せ
む
時
代
お
も
は
せ
て
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ

ー

い

ま

し

緋

ぴ

た

つ

津

村

阿

呈

三
月
下
旬
に
、
お
寺
の
境
内
で
黄

白
色
の
花
を
つ
け
た
シ
キ
ミ
を
見
か

け
ま
し
た
。
花

の

索

令

官

細

長
く
、
同
じ
形
を
し
て
い
ま
す
。

枝
葉
に
は
香
気
が
あ
り
、
葉
や
樹

皮
は
船
底
引
や
線
香
の
原
料
に
さ
れ
ま

す
。
昔
は
サ
カ
キ
と
同
様
、
神
事
に

も
使
い
ま
し
た
が
、
仏
教
伝
来
後
は

神
事
に
サ
カ
キ
、
仏
事
に
シ
キ
ミ
が

Eミ
(もくれん科)

♀ 8ク

不

周

畠

傭

績

H
語
り
ま
す
H

有
料
で
申
コ
ピ
1
機
(
フ
ァ

ク
ス
・
電
話
機
付
き
)
:
・阿
部

宮

7
1
8
8
・
1
5
3
1

無
料
で
申
ベ
ビ
ー
カ
ー

(
A

型
)
:・
渡
辺
宮
7
1
0
5
・
0

7
1
3

申
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド

:・小
池
宮
7
1
8
2
・
2
3
7

8 "
醸
っ
て
く
だ
さ
い
"

有
料
で
申
キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン

ト

(
2
1
4
人
用
)
:
・
沖
山
宮

7
1
8
7
・
1
7
9
9

無
料
で
申
パ
ソ
コ
ン
:・
長
谷

川
宮
7
1
8
3
・
5
0
4
6

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接

圃

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・
5
5
0
0

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

シ
キ
ミ
は
全
体
に
有
毒
成
分
を
含

み
ま
す
が
、
特
に
秋
に
み
の
る
実
は

猛
毒
で
、
し
ば
し
ば
中
毒
例
を
耳
に

也
帽

し
ま
す
。
シ
キ
ミ
の
名
は
「
悪
し
き

み実
」
の
悪
が
略
さ
れ
た
も
の
と
い
わ

れ
ま
す
。
シ
キ
ミ
の
果
実
や
葉
、
樹

皮
に
含
ま
れ
る
有
毒
成
分
は
ア
ニ
サ

チ
ン
・
シ
キ
ミ
ン
・
イ
リ
シ
ン
な
ど

お
う
と

で
、
こ
れ
を
飲
食
す
れ
ば
、
晦
吐
・

め
ま
い
J

下
舶
な
ど
が
起
こ
り
、
そ

け
い
れ
ん

の
後
撞
畿
を
起
こ
し
て
呼
吸
困
難
に

お
ち
い

陥
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
仏
前
に
シ
キ

ミ
の
生
枝
を
供
え
、
墓
地
に
シ
キ
ミ

を
植
え
た
の
は
、
土
葬
し
た
時
代
に

香
気
で
死
臭
を
消
し
、
ま
た
オ
オ
カ

ミ
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
蓄
を
防
ぐ
た
め

の
風
習
と
い
わ
れ
ま
す
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)
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